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       午前１０時００分 開会   

 

◎開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

 ただいまの出席議員は１４名でありま

す。定足数に達しておりますので、これか

ら令和４年第３回美幌町議会定例会第６日

目の会議を開きます。 

─────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、４番髙橋秀明さん、５番木

村利昭さんを指名します。 

─────────────────── 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

 諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（遠國 求君） 諸般の報告を

申し上げます。 

 本日の会議につきましては、お手元に配

付しております議事日程のとおりでありま

す。朗読については、省略させていただき

ます。 

 次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、第

１日目と同様でありますので、御了承願い

ます。 

 なお、髙木監査委員、所用のため本日欠

席の旨、届出がありました。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

─────────────────── 

◎日程第２ 議案第１６号から 

      議案第２９号まで 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 議案第

１６号オホーツク町村公平委員会規約の変

更についてから議案第２９号令和４年度美

幌町病院事業会計予算についてまでの１４

件を議題といたします。 

 順次、提案者から説明を求めます。 

 説明に当たっては、簡潔に要点を得た説

明を願います。また、説明者は着席のまま

での説明を許します。 

 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） それでは、新

年度関連議案につきまして御説明を申し上

げます。 

 なお、ただいま議長よりお許しをいただ

きましたので、議案第１６号以降の説明に

つきましては、恐れ入りますが、着座にて

御説明をさせていただきます。よろしくお

願いいたします。 

 議案書の１７４ページになります。 

 議案第１６号オホーツク町村公平委員会

規約の変更について御説明を申し上げま

す。 

 地方自治法第２５２条の７第２項及び第

３項の規定により、オホーツク町村公平委

員会規約を次のとおり変更することについ

て議会の議決を求める。 

 記以下につきましては、参考資料により

御説明いたしますので、参考資料の１２ペ

ージをお開き願います。 

 資料６、議案第１６号関係。 

 オホーツク町村公平委員会規約の変更に

ついて。 

 改正目的でございますが、オホーツク町

村公平委員会に係る構成団体の経費負担に

つきまして、特定の事務に要する臨時的経

費に対する取扱いを新たに整備することに

伴い、規約を変更するものでございます。 

 変更内容でありますが、公平委員会の設

置及び運営に要する経費のうち、委員報酬

や事務補助職員の一般事務費など経常経費

については、町村等の職員数に比例して関

係町村が分担するほか、公平審査の経費な

ど臨時的な経費につきましては、当該町村

等の負担とする旨、新たに定めるものであ

ります。 

 根拠法令等は、地方自治法第２５２条の
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７第２項及び第３項。 

 施行日は、令和４年４月１日でございま

す。 

 以上、議案第１６号について御説明を申

し上げました。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） 議案の１７５

ページをお開き願います。 

 議案第１７号美幌みどりの村条例の一部

を改正する条例制定についてを御説明申し

上げます。 

 美幌みどりの村条例の一部を改正する条

例を次のように制定しようとする。 

 記以下につきましては、参考資料で御説

明いたしますので、参考資料の１４ページ

をお開き願います。 

 資料７、議案第１７号関係であります。 

 改正目的は３点であり、１点目はみどり

の村内に設置している休憩施設すずらんに

ついて、新たな用途に活用することとなっ

たため、所要の改正を行うものでありま

す。 

 ２点目は、農業実習施設グリーンビレッ

ジについて、月曜日を休村日と定めている

ところですが、利用者のニーズに対応し、

これまでも月曜日について開村してきてい

ることから、今回の改正に合わせ、所要の

改正を行うものであります。 

 ３点目は、森林公園キャンプ場につい

て、利用者拡大を図るため、休村日の改正

を行い、利用期間の延長を行おうとするも

のであります。 

 改正内容でありますが、具体的に、１と

して、第２条、第３条、別表から休憩施設

の規定を削除するものであります。２とし

て、第３条第２号アの（ア）と（イ）を削

除。３として、第３条第２号イの森林公園

休村日を改正し、利用期間の延長を行おう

とするものであります。 

 施行日は、令和４年４月１日でありま

す。 

 なお、参考資料の１５、１６ページに改

正に係る新旧対照表を添付しておりますの

で、御参照いただきたいと思います。 

 以上、御説明申し上げました。どうぞよ

ろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） 教育部長。 

○教育部長（遠藤 明君） 議案書の１７

６ページになります。 

 議案第１８号美幌町奨学金条例の一部を

改正する条例制定について御説明を申し上

げます。 

 美幌町奨学金条例の一部を改正する条例

を次のように制定しようとする。 

 記以下につきましては、参考資料で御説

明いたしますので、参考資料の１７ページ

をお開き願います。 

 資料８、議案第１８号関係。 

 条例名は省略させていただきます。 

 改正の目的でありますが、奨学金の利用

促進を図り、さらなる教育環境を整えるこ

とを目的に、奨学金の貸付け上限額の引上

げと償還期間の延長を行うものでありま

す。 

 改正内容は２点ございます。 

 １点目は、奨学金の貸付け上限額の改正

であります。 

 まず、高等学校生徒は、現行の月９,００

０円以内から月２万円以内に、次に、高等

専門学生、専修学校生及び大学生は、現行

の月２万５,０００円以内から月４万５,０

００円以内にそれぞれ改正するものであり

ます。 

 ２点目は、奨学金の償還期間の改正であ

ります。 

 先ほど御説明いたしました貸付け上限額

の引上げに伴いまして、返済負担の軽減を

図るため行うものであり、現行の１０年以

内から１５年以内に改正するものでありま

す。 

 新旧対照表につきましては、１８ページ

を御参照願います。 

 施行日は、令和４年４月１日でありま
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す。 

 以上、御説明を申し上げました。よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） 議案１７７ペ

ージをお開き願います。 

 議案第１９号指定管理者の指定について

を御説明申し上げます。 

 美幌町公の施設に係る指定管理者の指定

手続等に関する条例第６条の規定により、

次のとおり指定管理者の指定を行うものと

する。 

 記以下につきましては、参考資料で御説

明いたしますので、参考資料の１９ページ

をお開き願います。 

 資料９、議案第１９号関係であります。 

 主立ったところについてのみ御説明をさ

せていただきます。 

 施設の名称は、美幌峠レストハウス展望

休憩室。 

 指定管理者は、美幌町字仲町１丁目４４

番地、美幌商工会議所会頭後藤哲也でござ

います。 

 選定の理由は、美幌峠レストハウスは、

町と商工会議所の共有建物であり、町が所

有しております２階の展望休憩室部分につ

いて指定管理を行うもので、今までの指定

管理の実績と建物の共有者であり、一体的

管理運営が合理的に行えることから、美幌

商工会議所を選定したものであります。 

 指定期間は、令和４年４月１日から令和

８年３月３１日までの４年間であります。 

 続きまして、議案の１７８ページにお戻

り願います。 

 議案第２０号指定管理者の指定につい

て、美幌町公の施設に係る指定管理者の指

定手続等に関する条例第６条の規定によ

り、次のとおり指定管理者の指定を行うも

のとする。 

 記以下につきましては、参考資料で御説

明申し上げますので、参考資料の２０ペー

ジをお開き願います。 

 資料１０、議案第２０号関係でありま

す。 

 主立ったところについてのみ御説明をさ

せていただきます。 

 施設の名称は、美幌ターミナル物産セン

ター。 

 指定管理者は、美幌町字新町３丁目９７

番地の２、美幌観光物産協会会長宮田博行

でございます。 

 選定の理由は、今までの指定管理実績

と、同施設で運営を行っております観光物

産センター・交通ターミナルや林業館、木

育ひろば、愛称きてらすとの一元管理によ

る効率的な管理運営を図ることができるた

め、美幌観光物産協会を選定したものであ

ります。 

 指定期間は、令和４年４月１日から令和

８年３月３１日までの４年間であります。 

 引き続きまして、議案の１７９ページに

お戻り願います。 

 議案第２１号指定管理者の指定につい

て。 

 美幌町公の施設に係る指定管理者の指定

手続等に関する条例第６条の規定により、

次のとおり指定管理者の指定を行うものと

する。 

 記以下につきましては、参考資料で御説

明いたしますので、参考資料の２１ページ

をお開き願います。 

 資料１１、議案第２１号関係でありま

す。 

 主立ったところについてのみ御説明をさ

せていただきます。 

 施設の名称は、美幌みどりの村。 

 指定管理者は、美幌町字美禽２５８番地

の２、一般財団法人みどりの村振興公社理

事長髙﨑利明でございます。 

 選定の理由は、みどりの村振興公社は、

各施設の特色を生かした事業を図り、地域

に根差した事業を積極的に進めており、ま

た、過去の指定管理実績を考慮して選定し

たものであります。 
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 指定期間は、令和４年４月１日から令和

８年３月３１日までの４年間であります。 

 以上、御説明申し上げました。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 議案書の１８

０ページになります。 

 議案第２２号令和４年度美幌町一般会計

予算について御説明を申し上げます。 

 別冊にて配付してございます令和４年度

各会計予算書を御覧いただきたいと思いま

す。 

 各会計予算書の５ページをお開き願いま

す。 

 令和４年度美幌町一般会計予算。 

 令和４年度美幌町の一般会計の予算は、

次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳

出それぞれ１１６億５,４１５万２,０００

円と定める。 

 第２項につきましては、事項別明細書に

より御説明いたします。 

 債務負担行為。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定に

より債務を負担する行為をすることができ

る事項、期間及び限度額は、第２表、債務

負担行為により御説明申し上げます。 

 地方債。 

 第３条、地方自治法第２３０条第１項の

規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び

償還の方法は、第３表、地方債により御説

明を申し上げます。 

 一時借入金。 

 第４条、地方自治法第２３５条の３第２

項の規定による一時借入金の借入の最高額

は、２５億円と定めるものでございます。 

 それでは、債務負担行為から御説明いた

しますので、予算書の１１ページをお開き

願います。 

 第２表、債務負担行為でございます。 

 記載の公営住宅等借上料につきまして

は、平成１４年度から借り上げている公営

住宅２棟について、借り上げの期間が令和

４年度中に満了するため、引き続き公営住

宅として借り上げるものでございます。 

 期間は令和４年度から令和１４年度ま

で、限度額は１億３,４７１万７,０００円

であります。 

 次に、地方債について御説明いたします

ので、１２ページをお開き願います。 

 第３表、地方債でございます。 

 １段目の緊急防災・減災事業は、役場庁

舎北側に整備する庁舎防災資機材備蓄倉庫

の建設に係る財源を地方債に求めるもの

で、限度額は５,５８０万円であります。 

 起債の種類は緊急防災・減災事業債、充

当率は１００％、元利償還金の７０％が普

通交付税で措置されます。 

 ２段目の多目的バス購入事業は、平成２

年に購入した多目的バスの更新に係る財源

を地方債に求めるもので、限度額は２,３３

０万円であります。 

 起債の種類は過疎対策事業債ハードで、

充当率は１００％、元利償還金の７０％が

普通交付税で措置されます。 

 次の地域総合整備資金貸付事業は、小規

模多機能型居宅介護施設を整備する事業者

に対し、長期の無利子資金、ふるさと融資

を貸し付けするため、その財源を地方債に

求めるもので、限度額は４,７００万円であ

ります。 

 起債の種類は地域総合整備資金貸付事業

で、充当率は１００％、利子償還金の７

５％が特別交付税で措置されます。 

 次の医療従事者就業支援等補助事業は、

医療従事者を確保するため、一定の要件を

満たす方に住宅準備及び就業支援に係る補

助金を交付する事業で、その財源を地方債

に求めるものであります。 

 限度額は９００万円、起債の種類は過疎

対策事業債ソフトで、充当率は１００％、

元利償還金の７０％が普通交付税で措置さ
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れます。 

 次の水道施設等耐震化事業は、国の交付

金を活用し、水道事業会計において日並浄

水場の耐震補強工事、基幹管路の送水管更

新工事などを行うもので、補助残の４分の

１を一般会計からの出資金で措置いたしま

す。 

 限度額は３,６３０万円、起債の種類は一

般会計出資債、充当率１００％、元利償還

金の５０％が普通交付税で措置されます。 

 次の第Ⅲ期埋立処分場施設整備事業は、

埋立て処分場に搬入される埋立てごみの減

容化を図るため、新たに自走式２軸破砕機

と油圧ショベルを導入するもので、その財

源を地方債に求めます。 

 限度額は８,１６０万円、起債の種類は過

疎対策事業債ハードで申請を予定しており

ます。 

 次の農業生産基盤整備事業は、豊高第２

地区、田中第２地区及び中央美和地区にお

ける道営土地改良事業の地元負担分の財源

を地方債に求めるもので、限度額は３,３８

０万円であります。 

 起債の種類は、過疎対策事業債ソフトの

申請を予定しております。 

 次の団体営土地改良事業は、基幹水利施

設管理経費における地元負担分の財源を地

方債に求めるもので、限度額は１,２４０万

円であります。 

 起債の種類は、過疎対策事業債ハードの

申請を予定しております。 

 次の木質ペレットストーブ購入促進事業

は、４０万円を上限に購入費用の３分の２

を補助するもので、その財源を地方債に求

めます。 

 限度額は２００万円、起債の種類は過疎

対策事業債ソフトの申請を予定しておりま

す。 

 このページの一番下になります。 

 町道整備事業につきましては、国庫補助

事業の補助残と町単独で実施する町道２路

線の道路・歩道整備につきまして、その財

源を地方債に求めるもので、限度額は１億

１,８３０万円であります。 

 起債の種類は、過疎対策事業債ハードの

申請を予定しております。 

 次に、１３ページになります。 

 １段目の除雪グレーダー整備事業は、平

成１８年に購入した除雪グレーダーの更新

に係る財源を地方債に求めるもので、限度

額は２,７００万円であります。 

 起債の種類は辺地対策事業債、充当率は

１００％、元利償還金の８０％が普通交付

税で措置されます。 

 ２段目の手押し式除雪ロータリー整備事

業は、昭和６１年に購入した手押し式除雪

ロータリーの更新に係る財源を地方債に求

めるもので、限度額は３３０万円でありま

す。 

 起債の種類は、過疎対策事業債ハードの

申請を予定しております。 

 次の緊急浚渫推進事業は、河川の氾濫被

害を未然に防ぐため、河川の浚渫と河道の

伐木工事を行うもので、その財源を地方債

に求めます。 

 限度額は６,７４０万円、起債の種類は緊

急浚渫推進事業債、充当率は１００％、元

利償還金の７０％が普通交付税で措置され

ます。 

 次の住宅リフォーム促進補助事業は、５

０万円以上の住宅リフォーム工事を対象に

費用の２０％を補助するもので、新年度は

９０件の申請を見込んでいます。 

 限度額は３,２６０万円、起債の種類は過

疎対策事業債ソフトの申請を予定しており

ます。 

 最後に、臨時財政対策債、限度額は２億

２,０８４万７,０００円になります。 

 臨時財政対策債は、地方交付税の不足分

の一部を地方債へ振り替える制度で、充当

率は１００％、元利償還金の全額が普通交

付税で措置されます。 

 以上のとおり、令和４年度に借入れする

地方債の総額は７億７,０６４万７,０００
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円を見込んでございます。 

 それでは、歳出から御説明をいたします

ので、予算書の７８、７９ページをお開き

願います。 

 ３、歳出になります。 

 １款議会費、１項、１目議会費、予算額

は７,９５８万２,０００円であります。 

 こちらにつきましては、議会議員の活動

と議会事務局の運営に係る経費について予

算計上しております。 

 次に、８０、８１ページをお開き願いま

す。 

 ２款総務費、予算額は８億９,８３１万

３,０００円であります。 

 １項、１目一般管理費、中段の２、人事

管理事務、８行目の業務等委託料、人事給

与システムプログラム改修委託料４５１万

円につきましては、地方公務員等共済組合

法の改正に伴う給与システムの改修経費に

なります。 

 次の８２、８３ページにつきましては、

前年度から大きな変更はございません。 

 ８４、８５ページになります。 

 このページも前年度とほぼ同様の予算計

上でございます。 

 下段の４目財産管理費につきましては、

次の８６、８７ページをお開き願います。 

 中段から下になります。 

 ３、町有財産管理事業の中の実施設計等

委託料、旧ゆうあいセンター解体除却工事

実施設計委託料８３３万８,０００円は、新

町１丁目の旧ゆうあいセンターの解体除去

に向けた実施設計を行う予算になります。 

 次に、工事請負費、旧古梅小教員住宅解

体除却工事４５５万４,０００円につきまし

ては、旧古梅小の教員住宅２棟を解体除却

するための予算措置になります。 

 その下の車両９１９万３,０００円につき

ましては、公用車３台の更新費用になりま

すが、そのうちの１台につきましては、脱

炭素社会の実現に向け、電気自動車を購入

するものでございます。 

 続いて、８８、８９ページになります。 

 ５目企画費、１、政策推進事業につきま

しては、ふるさと寄附金や移住促進に係る

経費、空き家対策事業費など、２億８,０６

７万２,０００円を計上してございます。 

 主な経費といたしまして、中ほどの業務

等委託料の２行目、ふるさと寄附金プロモ

ーション業務委託料につきましては、ふる

さと寄附金の獲得に向けた返礼品の企画講

座の開催、特産品を活用したレシピの開

発、美幌峠レストハウスの特設コーナー開

設経費といたしまして２６５万４,０００円

を計上してございます。 

 その４行下になりますが、ふるさと寄附

金募集受付業務委託料につきましては、ポ

ータルサイトを運営する業者６社に対し、

ふるさと寄附金の受付や返礼品の発注業務

を委託するための経費で、７,９５９万５,

０００円を計上してございます。 

 なお、令和４年度のふるさと寄附金の総

額は１億５,０００万円を見込んでございま

す。 

 ８行下になります。 

 移住相談等環境構築業務委託料１億４７

万１,０００円につきましては、みどりの村

休憩施設を改修し、テレワーク機能を兼ね

備えた移住相談の拠点施設を整備するため

の予算計上になります。 

 地方への移住の関心が高まっていること

から、国のデジタル田園都市国家構想推進

交付金や地方創生臨時交付金などを活用

し、移住相談の環境を整えるとともに、本

町と関わりのある企業に対し、サテライト

オフィスとしての活用を呼びかけるなど、

交流人口や関係人口の創出を図ってまいり

ます。 

 施設の改修に係る設計や整備に加え、完

成後の運営を一括で委託し、プロポーザル

により事業者を決定するほか、運営におき

ましては、地域おこし協力隊を活用する予

定であります。 

 次に、９０、９１ページになります。 
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 上段から２行目の補助金のうち、空家等

除却事業補助金につきましては、令和３年

度に創設した事業の継続になります。 

 事業内容でありますが、空き家の除却に

対しては、補助率２分の１、５０万円を上

限に、住宅を新築する際の空き家の除却に

は、補助率５分の４、１００万円を上限

に、それぞれ補助金を交付するもので、新

年度は合わせて８棟分の申請を見込み、５

００万円を計上してございます。 

 次の空家利活用事業補助金は、新規事業

になります。 

 令和２年度に整備した民間移住体験住宅

の仕組みをベースとして、国の空き家対策

総合支援事業補助金を活用し、新たに移住

体験住宅を整備いたします。 

 補助率は３分の２、上限は５００万円

で、２棟分の１,０００万円を計上しており

ます。 

 続いて、６目辺地対策費。 

 １、生活バス路線等維持事業。 

 このうち下段の業務等委託料の１行目、

多目的バス運行委託料１,０９２万２,００

０円のうち、内数になりますが、２０２万

１,０００円につきましては、峠の湯びほろ

など郊外の公共施設と市街地とを結ぶ移動

送迎サービス運行経費を計上してございま

す。 

 次に、９２、９３ページをお開き願いま

す。 

 一番上になります。 

 デマンドバス運行実証実験業務委託料５

４８万７,０００円であります。 

 こちらは、公共交通の空白地域の解消と

移動時間の短縮を図るため、乗車申込み型

のデマンドバスを実証運行するための経費

になります。 

 運行の時間帯は午前１０時から午後３

時、運賃は１回当たり３００円となりま

す。 

 次に、２行目の石北本線利用促進業務委

託料３１万円につきましては、石北本線の

特急乗車券の購入者を対象に、１人３,００

０円、１００人分を助成するもので、販売

する美幌観光物産協会に業務を委託いたし

ます。 

 次の車両２,３３２万円につきましては、

多目的バス１台の更新費用になります。 

 次に、補助金の２行目、公共交通運転手

育成支援金３０万円になりますが、こちら

の予算計上は、運転手不足の解消を図るた

め、大型二種免許取得費につきまして１５

万円を上限に助成し、２名分を予算計上し

てございます。 

 次に、７目の交通安全費、１、交通安全

対策推進事業、３行目になります高齢者等

運転免許自主返納等報償３８４万円につき

ましては、運転免許証等を自主返納される

方に公共交通利用券を交付するもので、１

人２万円を新年度から２万４,０００円に引

き上げ、１６０名分を予算計上してござい

ます。 

 次に、下段になります。 

 ８目住民活動推進費、１、住民活動推進

事業の４行目、修繕料４０４万４,０００円

につきましては、三橋南の集会室の屋根塗

装などの修繕経費になります。 

 次に、予算書の９４、９５ページになり

ます。 

 上から１０行目、庁用備品２２９万１,０

００円でありますが、こちらは、集会室の

ストーブ、テーブル、椅子の更新費用にな

ります。 

 その下の負担金、２行目になります、手

作り出店実行委員会負担金３８０万円であ

りますが、例年負担金として１８０万円を

計上しておりますが、令和４年度は第３０

回の記念事業となりますので、１００万円

を加算いたします。あわせて、コロナ禍で

中止となった２年間のにぎわいを取り戻す

ために１００万円を加算、合わせて２００

万円を加算し、３８０万円を予算計上して

ございます。 

 次に、補助金の一番下、びほろの活力共
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創事業補助金３９０万円でありますが、こ

ちらの補助金につきましては、町民団体が

企画実施する事業に対して補助金を交付

し、活力ある地域づくりを推進するための

予算計上で、継続事業分として５件、新規

事業分として４件をそれぞれ見込んでござ

います。 

 次に、９６、９７ページをお開き願いま

す。 

 １０目の電算管理費、１、電算システム

事業、５行目の業務等委託料のうち、７行

目の電算システム整備委託料３４６万５,０

００円につきましては、インターネットエ

クスプローラーのサポートが令和４年６月

で終了するため、庁舎で使用しているウィ

ンドウズＯＳ端末を更新し、最新のブラウ

ザへ移行するための改修費用になります。 

 その下のデジタルトランスフォーメーシ

ョン対策業務委託料１,９２１万８,０００

円につきましては、人が行っている定型的

なパソコンでの作業を自動化するアプリケ

ーションソフト、ＲＰＡ導入費用になりま

す。人の作業を最小限に抑え、業務の効率

化を図るもので、税務課における課税基礎

データの入力や各種アンケートの入力な

ど、作業手順がルール化されている業務を

自動処理化しようとするものでございま

す。 

 次に、下段の１１目諸費、１、防災対策

事業、５行目の消耗品費４９３万７,０００

円につきましては、避難所におけるコロナ

対策として、パーティションテント７６

台、段ボールベッド９０台などの購入費用

になります。 

 続いて、９８、９９ページになります。 

 上から１１行目、工事請負費、庁舎防災

資機材備蓄倉庫建設工事及び庁舎防災資機

材備蓄倉庫外構工事につきましては、後ほ

ど副町長から工事概要について御説明をい

たします。 

 その二つ下になります。 

 機械器具３９０万８,０００円につきまし

ては、避難所のコロナ対策といたしまし

て、ジョイントスクリーン８３台を購入す

るものでございます。 

 中段の２、駐屯地強化充実推進事業の中

の負担金の１行目、陸上自衛隊美幌駐屯部

隊充実整備期成会負担金３８０万円につき

ましては、美幌に駐屯する第６普通科連隊

が即応機動連隊へ改編されることから、側

面からの協力支援と部隊の充実強化を図る

ための予算計上になります。 

 次に、１００ページ、１０１ページをお

開き願います。 

 ２項、１目税務徴税費、１、町税等課税

事務の業務等委託料の２行目になります。 

 標準宅地鑑定評価委託料８４４万円につ

きましては、次期評価替えと令和５年度の

時点修正に係る不動産鑑定評価を行うため

の予算措置になります。 

 中段から下、２の町税等収納事務のう

ち、業務等委託料、６行目の地方税共通納

税システムプログラム改修委託料４５３万

８,０００円につきましては、現在、法人税

や住民税の電子納税が可能になっておりま

すが、令和５年４月以降、固定資産税と軽

自動車税につきましても対象税目に加算さ

れることから、システムの改修を行おうと

するものであります。 

 次に、１０２、１０３ページになりま

す。 

 ３項の１目戸籍住民基本台帳費、１、戸

籍住民基本台帳事務、業務等委託料の４行

目になります。 

 戸籍法改正対応システム改修委託料１,０

０７万２,０００円につきましては、戸籍情

報とマイナンバー制度を連携させるための

システム改修になります。 

 次に、４項選挙費、下段の２目参議院議

員選挙費１,４７３万１,０００円につきま

しては、７月２８日に任期満了を迎える参

議院議員の選挙に要する経費を計上してご

ざいます。 

 次に、１０４、１０５ページになりま
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す。 

 中段の３目知事及び道議会議員選挙費１,

０２４万９,０００円につきましては、令和

５年４月２２日に任期満了となる北海道知

事、４月２９日に任期満了となる北海道議

会議員の選挙に要する経費を計上してござ

います。 

 次に、下段になります。 

 ４目町長及び町議会議員選挙費２２９万

４,０００円につきましては、令和５年４月

３０日に任期満了を迎える美幌町長及び美

幌町議会議員の選挙に要する経費になりま

す。 

 続いて、１０６、１０７ページをお開き

願います。 

 中段の６項、１目監査委員費、１、監査

事務１９９万８,０００円は、監査委員の活

動に要する経費を計上してございます。 

 続いて、１０８、１０９ページになりま

す。 

 ３款民生費です。 

 予算額は２７億１,４１３万９,０００

円、前年度から１億２,７００万円余りの増

額となります。 

 １項、１目社会福祉総務費、この中の下

段になります。 

 ４、傷病見舞金給付事業、負担金、傷病

見舞金３０万円につきましては、国民健康

保険、後期高齢者医療保険に加入されてい

る被保険者が新型コロナに感染し事業を営

むことができない場合に見舞金を支給する

ための予算計上になります。 

 一番下の２目社会福祉施設費、１、コミ

ュニティセンター維持管理事業につきまし

ては、次のページをお開き願います。 

 上から３行目になります。 

 修繕料３４２万１,０００円であります

が、こちらの修繕料につきましては、主に

照明器具のＬＥＤ化とＷｉ－Ｆｉ環境を整

えるための費用になります。 

 次に、工事請負費、コミュニティセンタ

ートイレ洋式化改修工事７７０万３,０００

円につきましては、感染対策として、トイ

レの洋式化への改修、自動水栓蛇口の設

置、間仕切りの改修を行うための工事費に

なります。 

 次に、３目の高齢者福祉費、１、高齢者

福祉推進事業、業務等委託料、一番下の高

齢者保健福祉計画アンケート調査委託料７

２万７,０００円につきましては、第９期計

画の策定に向けたアンケート調査に関わる

経費になります。 

 続いて、１１２、１１３ページをお開き

願います。 

 一番上の補助金の１行目、介護従事者資

格取得支援事業補助金１０５万円につきま

しては、初任者研修として５名分を、実務

者研修として５名分を、それぞれ資格取得

に関わる実費を補助するものでございま

す。 

 ３行目の介護従事者確保対策事業補助金

１２０万円につきましては、町内の介護保

険施設に従事するため、介護福祉士、介護

支援専門員が住宅を準備する際の費用につ

きまして、２０万円を上限に補助するもの

であります。 

 続いて、中段の３、高齢者生きがい対策

事業、各種行事等報償２７３万４,０００円

でありますが、こちらは、７５歳以上の高

齢者に対して、御長寿をお祝いし、５００

円分の菓子引換券を配付するほか、喜寿、

米寿などの節目を迎える皆様に記念品をお

渡しするための経費になります。 

 次に、１１４、１１５ページになりま

す。 

 中段の９、介護老人福祉施設支援事業補

助金、緑の苑多床室個室化運営費補助金２

３５万２,０００円と、その下の緑の苑多床

室個室化利用者補助金２４２万円につきま

しては、移転改築から１０年を経過する緑

の苑につきまして、本年４月から、一部居

室に対して設けておりました多床室が個室

へ変更されることになっておりますが、町

内の方の入所を優先する地域密着型の個室
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として運営いただくよう、事業者の経営安

定と利用者の負担軽減を目的に補助金を交

付するものであります。 

 次の１０、小規模多機能型居宅介護施設

等整備事業補助金、介護サービス提供基盤

等整備事業費補助金４,７２９万３,０００

円につきましては、令和４年度に町内西１

条南２丁目に建設される小規模多機能型居

宅介護施設に係る国庫補助金になります。 

 通所、訪問、宿泊の居宅系サービスを提

供する施設でありまして、令和５年度の開

設を予定しております。 

 次の貸付金４,７００万円につきまして

は、民間投資を支援するための自治体によ

る無利子資金となります。 

 下段の５目障害福祉費につきましては、

次の１１６、１１７ページをお開き願いま

す。 

 ２、障害福祉給付事業の扶助費の１行

目、温泉入浴料助成３１１万９,０００円で

ありますが、こちらは障がい者の健康増進

を図るため、峠の湯びほろの入浴料の半額

を助成いたします。事前に町へ申請をいた

だき、対象者には助成券を交付いたします

ので、その助成券を峠の湯受付カウンター

において提示をいただく予定でございま

す。 

 次に、３、障害者自立支援事業、業務等

委託料の２行目、地域生活支援事業業務委

託料４,９７０万９,０００円であります

が、移動支援・日中一時支援事業の増加、

医療的ケア支援事業の拡充など、前年度か

ら約１,０００万円の増額計上となっており

ます。 

 次に、１１８、１１９ページになりま

す。 

 中段から下の２項、１目児童福祉総務

費、１、児童福祉事務につきましては、次

の１２０、１２１ページをお開き願いま

す。 

 ５行目の補助金、この中の幼稚園等給食

費補助金１,５７６万８,０００円につきま

しては、幼稚園等を利用する３歳から５歳

児を対象に給食費を無償にするための補助

金で、継続事業になります。 

 次に、保育士等処遇改善臨時特例事業補

助金６０７万７,０００円につきましては、

町内の認定こども園に従事する保育士の給

与を引き上げるための措置で、全額が国庫

補助金として交付されます。対象施設は、

藤幼稚園と大谷幼稚園でございます。 

 その下の認可外保育所保育士処遇改善事

業補助金２９１万６,０００円は、認可外保

育所が国庫補助の対象外となることから、

町が独自に補助金を交付するもので、保育

士の賃金月額を９,０００円引き上げるため

の経費を予算措置してございます。対象施

設は、ひまわり保育園と美幌療育病院どん

ぐり保育園であります。 

 次に、２、子ども発達支援センター運営

事業の中の工事請負費、空調設備整備工事

２８７万９,０００円につきましては、熱中

症対策として遊戯室にエアコンを設置する

など、療育環境の改善に取り組むための費

用になります。 

 続いて、１２２、１２３ページになりま

す。 

 ３、学童保育所運営事業のうち、庁用備

品の４４万９,０００円と、次の４、子育て

支援センター運営事業の庁用備品、同じく

４４万９,０００円につきましては、いずれ

も熱中症対策として、冷風機、スポットク

ーラーを購入するための費用になります。 

 次に、下段の２目保育園費、１、美幌保

育園管理運営事業は、次のページをお開き

願います。 

 庁用備品の３０万円と、次の２、東陽保

育園管理運営事業の庁用備品２２万５,００

０円につきましても、熱中症対策といたし

まして、冷風機、スポットクーラーを購入

するための予算計上になります。 

 下段の３目児童措置費、１、児童手当支

給事業、扶助費、児童手当１億８,０４９万

５,０００円つきましては、中学生以下の児



－ 201 － 

童を対象に支給する児童手当で、月平均１,

３８４名分を計上してございます。 

 次の１２６、１２７ページ、へき地保育

所費につきましては、本年３月をもって上

美幌保育所を休所いたしますので、廃目と

なります。 

 続いて、１２８、１２９ページになりま

す。 

 ４款衛生費、予算額は１２億７,５８０万

４,０００円、前年度から１億２,１００万

円余りの増額となります。 

 １項、１目保健衛生総務費、１、保健衛

生推進事業、中段の補助金、医療従事者就

業支援金９００万円でありますが、看護師

などの医療従事者が町内の医療機関等に就

職した際の支援金で、就業からの３年間、

毎年度２５万円を給付するほか、住宅準備

支援金といたしまして２０万円を給付いた

します。 

 次に、１３０、１３１ページになりま

す。 

 上段の４、広域事務組合負担事業負担

金、美幌・津別広域事務組合負担金につき

ましては、後ほど予算参考資料により、副

町長から御説明をいたします。 

 続いて、２目の予防費、１、感染等予防

対策事業５８２万７,０００円のうち、２２

１万円につきましては、美幌医師会が町内

に開設しておりますＰＣＲ検査センターの

運営経費になります。 

 中段の補助金の２行目、新型コロナウイ

ルス感染症検査費用支援金２００万円であ

りますが、こちらの計上は、町内の介護事

業所、障がい福祉事業所の職員や入所者に

対し、感染の拡大を防ぐため、検査費用を

１人１万円を上限に助成するもので、２０

０名分を予算措置しております。 

 次に、２、予防接種事業１億１,９６１万

９,０００円のうち、内数になりますが、

６,３０６万５,０００円につきましては、

新型コロナの３回目ワクチン接種に係る経

費を計上してございます。 

 新年度におきましても、希望される皆様

が安心して速やかに接種できる体制を整え

てまいりたいと考えてございます。 

 次に、下段、業務等委託料の２行目、個

別予防接種委託料５,５０４万５,０００円

でありますが、こちらにつきましては、麻

疹、風疹、肺炎球菌、日本脳炎、おたふ

く、Ｈｉｂワクチンなどの乳幼児接種費

用、また、インフルエンザや肺炎球菌など

の高齢者接種のほか、子宮頸がんワクチン

接種の経費を予算措置してございます。 

 次に、１３２、１３３ページになりま

す。 

 ３、母子保健事業、業務等委託料の７行

目になります。 

 産後健診・産後ケア事業委託料４１３万

４,０００円につきましては、これまで母乳

ケアを中心に産後ケアを行ってまいりまし

たが、新年度からは、分娩医療機関を利用

した宿泊型、４時間から５時間滞在する通

所ロング型の産後ケアを行うことで、育児

負担と育児不安の軽減を図ってまいりま

す。 

 続いて、１３４、１３５ページになりま

す。 

 ３目環境衛生費、２、墓地・霊園等管理

事業の４行目、修繕料２９万９,０００円に

つきましては、びほろ霊園のトイレに手す

りを設置するための費用になります。 

 続いて、４目の環境保全推進費は、次の

ページになります。 

 ２、緑化推進事業のうち、業務等委託

料、保存樹木等看板設置委託料５万６,００

０円につきましては、保存樹木、保存樹林

の適切な保全を図るため、看板を作成、設

置するための経費になります。 

 次に、５目保健福祉総合センター費、

１、保健福祉総合センター管理運営事業、

５行目の修繕料２３４万３,０００円につき

ましては、機械設備の部品交換、取替え修

繕の費用になります。 

 続いて、１３８、１３９ページになりま
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す。 

 ２項の１目塵芥し尿処理費、１、ごみ分

別収集関連事業、業務等委託料の中段にな

ります紙シュレッダー処理業務委託料１０

３万円であります。 

 こちらは、収集した紙シュレッダーを網

走市内の業者へ運搬の上、リサイクル処理

するための経費になります。年間で７２ト

ンの処理を見込んでございます。 

 その下のごみ分別啓発パンフレット作成

業務委託料１６万５,０００円につきまして

は、ごみ分別の徹底と排出マナーの向上を

図るため、啓発パンフを作成し、全戸配布

するための経費になります。 

 次に、下段の３、ごみ処分場維持管理事

業のうち、修繕料２,８７８万６,０００円

は、第Ⅲ期埋立処分場で使用しております

バケットコンパクター、タイヤショベルの

修繕費、また、水処理施設のポンプ交換や

ブロワ分解整備費用、加えて、リサイクル

センターのペットボトル減容機などの修繕

経費を計上してございます。 

 続いて、１４０、１４１ページになりま

す。 

 一番上の業務等委託料、第Ⅳ期最終処分

場整備計画策定業務委託料２,９９３万１,

０００円につきましては、地質調査、生活

環境影響調査を実施し、基本設計を行うも

のでございます。 

 また、機械器具６,１３８万円につきまし

ては、自走式２軸破砕機を導入するための

経費、その次の車両２,０３５万円につきま

しては、油圧ショベルを導入するための経

費になります。こちらにつきましては、い

ずれも搬入したごみを破砕処理して減容化

を図るために新たに導入するものでござい

ます。 

 次に、負担金のうち、一般廃棄物広域処

理施設基本構想策定業務負担金、一般廃棄

物広域処理施設地下水利用検討業務負担

金、一般廃棄物処理広域化基本計画策定業

務負担金、以上につきましては、１市４

町、網走市、大空町、斜里町、小清水町、

そして美幌町による一般廃棄物の中間処理

施設の整備に向け、ごみ処理基本計画の策

定に係る負担金を予算計上してございま

す。 

○議長（大原 昇君） 暫時休憩します。 

 再開は、１１時１５分といたします。 

午前１１時００分 休憩 

─────────────────── 

午前１１時１５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 引き続き、提案者からの説明を求めま

す。 

 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） それでは、引

き続き、一般会計予算について御説明を申

し上げます。 

 議案書の１４２、１４３ページになりま

す。 

 ５款労働費、１項、１目労働諸費、予算

額は２,４４８万２,０００円であります。 

 １、労働対策事業、業務等委託料、季節

労働者雇用対策事業委託料１,５００万円に

つきましては、就労機会の確保を図るた

め、樹木の剪定や清掃、公共施設の除排雪

などの作業を季節労働者に委託する費用に

なります。 

 続いて、１４４、１４５ページになりま

す。 

 ６款農林水産業費、予算額は７億１,７３

１万５,０００円になります。 

 １項、下段の４目農業振興費になりま

す。 

 １、農業振興事業の消耗品費１２３万９,

０００円と印刷製本費１９万８,０００円に

つきましては、砂糖の消費拡大をＰＲする

ための経費になります。 

 日甜美幌製糖所が所在する町として砂糖

の消費を喚起すべく、ビート含蜜糖を無料

配布するほか、学校や保育園の給食で含蜜

糖を使用いただき、砂糖の消費を広くＰＲ
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してまいります。 

 次に、１４６、１４７ページになりま

す。 

 中段から下の５、農作物鳥獣被害対策事

業、補助金の農作物獣害対策事業補助金２

５０万６,０００円につきましては、近年、

エゾシカによる食害が増加傾向にあること

から、捕獲奨励金を引き上げ、農作物の被

害防止に努めてまいります。１頭当たり６,

０００円を８,０００円に引上げするもので

ございます。 

 続いて、６、みらい農業センター管理運

営事業の特別旅費２５万６,０００円につき

ましては、農村ツーリズムの本格実施に向

け、大阪市内などで開催される教育旅行説

明相談会などへ参加するための経費を計上

してございます。 

 次に、１４８、１４９ページですが、下

段の５目畜産業費につきましては、次の１

５０、１５１ページになります。 

 ３、牧野管理運営事業の修繕料７５５万

円のうち、６６０万円につきましては、昨

年８月の大雨により美幌峠牧場の看視舎前

の法面が崩壊したことから、本格復旧に向

けた修繕経費を計上してございます。 

 次に、６目農地費、道営土地改良事業の

負担金につきましては、予算参考資料によ

り、後ほど副町長から事業内容について御

説明を申し上げます。 

 下段の３、団体営土地改良事業、修繕料

の５,０８３万５,０００円でありますが、

こちらは国営かんがい排水事業で整備され

た水利施設、リールマシンを年次的にオー

バーホールするための予算計上で、令和４

年度におきましては１５台を予定してござ

います。 

 次に、１５２、１５３ページになりま

す。 

 ７目のみどりの村管理費、１、みどりの

村維持管理事業、修繕料の１０７万８,００

０円につきましては、キャンプ場内の２連

式丸太階段の補修費用になります。 

 その下の業務等委託料、キャンプ場無線

ＬＡＮ設備設置業務委託料２９６万６,００

０円は、親子連れを中心に人気の高い施設

の利用者ニーズを踏まえ、Ｗｉ－Ｆｉ環境

を整備しようとするものでございます。 

 続いて、２項、１目林業総務費につきま

しては、次の１５４、１５５ページをお開

き願います。 

 ２、林業推進事業のうち、補助金の２行

目、町産材活用促進事業補助金７２０万円

につきましては、ＦＳＣ森林認証材の利用

促進を図るため、集成材とコアドライ材の

使用に対する助成を行うもので、１０棟分

の申請を見込んで計上してございます。 

 続いて、２目の林業振興費、１、治山林

道施設整備推進事業、一番下になります機

械器具１３３万５,０００円につきまして

は、林道の補修作業の効率化を図るため、

マイクロショベルを導入するものでござい

ます。 

 続いて、１５６、１５７ページになりま

す。 

 ２、民有林振興対策事業、補助金の４行

目になります森林の担い手支援等補助金２

００万円でありますが、林業の従事者、事

業者が小型林業機械を購入する際、その購

入費用の２分の１、２０万円を上限に補助

するものであります。 

 次の積立金４,２２３万５,０００円につ

きましては、令和４年度に交付される森林

環境譲与税の基金積立金を計上してござい

ます。 

 次に、３目町有林管理費、１、町有林造

林事業の修繕料９６８万円でありますが、

林業機械の修繕経費のほか、昨年の大雨に

より町有林の作業道が損傷したことから補

修するための費用を計上してございます。 

 次に、下から６行目の機械器具２,００７

万８,０００円でありますが、こちらの計上

は、林業機械グラップルを更新するための

計上になります。現在使用している車両に

つきましては、平成１５年の登録で、故障
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も多く、作業に支障を来していることか

ら、新たに中古車両を購入するための計上

になります。 

 続いて、予算書の１６０、１６１ページ

をお開き願います。 

 ７款商工費、予算額は５億１,４００万

５,０００円であります。 

 １項、２目商工業振興費、１、商工業振

興推進事業、補助金の４行目以降につきま

しては、全て新型コロナ対策に係る補助金

になります。 

 新型コロナウイルス対策プレミアム商品

券発行事業補助金１,１２８万９,０００円

は、事業者支援と町内の消費喚起を図るた

め、５月にプレミアム率２５％の商品券を

２万セット販売いたします。 

 次の新型コロナウイルス対策商工団体等

販売促進支援事業補助金４００万円につき

ましては、商工団体が販売促進に取り組む

場合、事業費の３分の２、１団体当たり５

０万円を上限に補助するもので、８団体か

らの申請を見込んでの計上になります。 

 次の新型コロナウイルス対策事業者支援

金３,０００万円につきましては、本年１月

から３月までの売上げがコロナ禍以前の同

時期と比べ２割以上減少している事業者に

対し、従業員数に応じて１０万円から３０

万円の支援金を支給いたします。 

 新型コロナウイルス対策感染予防事業補

助金１,０００万円につきましては、事業者

が取り組む感染予防に必要な経費につきま

して、２０万円を上限に補助するものでご

ざいます。 

 ビジネスマッチング支援金１５０万円に

つきましては、コロナ禍で売上げが減少す

る中、新たな取引先の獲得に向けた経費を

助成するもので、補助率は３分の２、１５

万円を上限に補助いたします。 

 下段の２、商工業活性化促進事業、補助

金の５行目、店舗リフォーム促進支援事業

補助金１,０００万円につきましては、リフ

ォーム経費の２分の１、１００万円を上限

に補助するもので、１０件の申請を見込ん

での予算措置でございます。 

 次の１６２、１６３ページをお開き願い

ます。 

 ３目観光費、１、観光振興事業、業務等

委託料の１行目、体験観光推進業務委託料

４５２万円につきましては、地域おこし協

力隊制度を活用して体験観光を推進するた

め、美幌観光物産協会に業務を委託いたし

ます。 

 令和４年度はサイクルツアーとツリーイ

ングに重点を置き、ガイド２名によるツア

ーの開催を予定しております。 

 観光物産推進業務委託料４７８万５,００

０円につきましては、美幌観光物産協会に

地域おこし協力隊１名を配置し、特産品の

販路拡大と観光振興を図るための計上にな

ります。 

 次に、車両の９７２万１,０００円につき

ましては、体験観光を推進するため、サイ

クルツアーで使用する自転車１６台と自転

車を運搬するためのワゴン車１台を購入い

たします。 

 次に、負担金のうち、４行目、女満別空

港整備利用促進協議会負担金１５５万円

は、前年度から９０万円の増額となりま

す。 

 内容でありますが、コロナ禍における観

光需要の回復を図るため、ツアーを企画す

る旅行業者に対し、ツアーの造成費用を助

成いたします。 

 また、美幌地区三町広域観光協議会負担

金６１万８,０００円でございますが、こち

らは、屈斜路カルデラ外輪山トレイルルー

トの整備に向けまして、笹刈りなどの維持

費やモニターツアーなどの費用を負担する

ものでございます。 

 サイクルアドベンチャーオホーツク推進

協議会負担金１００万円につきましては、

北見市、網走市、小清水町、大空町、そし

て美幌町の２市３町をエリアにサイクリン

グを通じた滞在型観光を推進するための費
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用になります。 

 次に、１６４、１６５ページになりま

す。 

 一番上の２、観光施設維持管理事業、修

繕料２,０４０万６,０００円につきまして

は、峠の湯びほろの休憩室等のカーペット

張り替え、脱衣室の壁や天井のクロスの貼

り替え、休憩室のエアコンの交換のほか、

福祉風呂に介助用リフト２基を設置するな

ど、快適に御利用いただける環境を整える

ための費用になります。 

 次に、中段から下になります。 

 ３、観光イベント推進事業の補助金、観

光和牛まつり補助金につきましては、会場

の周囲にフェンスを設け、出入口にゲート

を設置するなど、感染予防対策を講じるた

め、前年度から５６万円を増額し、４５６

万円を予算計上してございます。 

 次に、４目消費者対策費、１、消費者保

護対策事業、補助金の２行目、消費者協会

３０周年記念事業補助金１０万２,０００円

は、記念誌作成に対する補助になります。 

 次に、１６８、１６９ページをお開き願

います。 

 ８款土木費、予算額は１２億６６５万１,

０００円、前年度から８,９００万円余りの

増額となります。 

 ２項、２目の道路橋梁維持費、１、道路

橋梁維持管理事業のうち、４行目の修繕料

４,００４万７,０００円につきましては、

雨水ますや道路側溝、照明灯などの道路施

設、道路舗装などの修繕経費を計上してご

ざいます。 

 業務等委託料の４行目、第１０１号道路

外実施計画基礎調査業務委託料５５０万円

につきましては、事業の実施に向けた交通

量調査などの経費になります。 

 一番下の第８８１号ポコマップ隧道トン

ネル点検業務委託料１５０万円は、古梅の

美幌峠牧場等を結ぶ町道のトンネル点検業

務になります。 

 続いて、１７０、１７１ページをお開き

願います。 

 ２、道路橋梁補修事業、業務等委託料の

１行目、橋梁点検業務委託料４,５７０万円

につきましては、５年に一度の法定点検で

あり、５１橋の点検を行う費用になりま

す。 

 その下の橋梁長寿命化計画策定業務委託

料１,０６０万円につきましては、平成２９

年に策定をした計画につきまして、補助要

件が追加されたことに伴う見直しを行いま

す。 

 実施設計等委託料、稲美旭橋補修実施設

計委託料６６０万円は、栄通を東へ進んだ

東１号線駒生川に架かる稲美旭橋の補修に

向けた実施設計になります。 

 次の工事請負費、稲美橋補修工事につき

ましては、後ほど副町長から工事概要につ

いて御説明を申し上げます。 

 次の３、除雪対策事業１億９,４８４万

４,０００円でございます。こちらは、直営

及び民間業者による除排雪経費を計上して

ございます。 

 この中で、除排雪委託料８,２８３万円に

つきましては、一斉除雪５回分の費用を見

込んでの計上になります。 

 また、車両７,７１２万２,０００円でご

ざいますが、こちらの費用は、除雪グレー

ダー１台、除雪手押しロータリー１台、合

わせて２台を更新するための予算計上にな

ります。 

 次に、１７２、１７３ページになりま

す。 

 ５、堤内排水対策事業１,０５４万２,０

００円の計上でございます。 

 こちらは、大雨による河川の増水で浸水

被害が発生しないよう、網走川、美幌川へ

の各樋門にポンプを設置、稼働するための

経費になります。 

 次の３目道路橋梁新設改良費、１、道路

整備事業工事請負費、第８号道路整備工事

と第５３２号道路整備工事、次の２、道路

改築事業の工事請負費、第１１２号道路整



－ 206 － 

備工事につきましては、後ほど予算参考資

料により、副町長から工事概要について御

説明を申し上げます。 

 下段になります。 

 ３項、１目河川総務費の１、河川維持管

理事業、工事請負費６,７４０万円でござい

ます。 

 こちらにつきましては、国の緊急浚渫推

進事業債を活用して河川の浚渫、河道の伐

木除去を年次的に実施するもので、令和４

年度におきましては、瑞治の黒瀬川と豊幌

川で実施を行います。ほかにも豊幌地区の

沈砂池５か所の浚渫を予定してございま

す。 

 続いて、１７４、１７５ページになりま

す。 

 負担金の２行目、網走川水系女満別川緊

急浚渫推進事業負担金７５０万円でござい

ますが、こちらは令和３年度に着手した女

満別川の浚渫事業の２年目になります。事

業費の美幌町負担分を大空町へ支出するた

めの予算措置になります。 

 次に、４項、１目都市計画総務費、１、

都市計画事業、業務等委託料、都市計画マ

スタープラン・立地適正化計画策定業務委

託料１，０５０万円でございます。 

 こちらの計上は、平成２７年４月に策定

した都市計画マスタープランの見直しと、

都市再生特別措置法に基づく立地適正化計

画の策定に向けた業務であり、令和５年度

までの２年間で計画を策定する予定でござ

います。 

 次に、２目の公園維持費、１、公園維持

管理事業の修繕料１,５９８万円につきまし

ては、せせらぎ公園の木製階段、せせらぎ

公園となかまち緑道のトイレ手すり設置な

ど、公園施設の修繕経費を計上してござい

ます。 

 続いて、１７６、１７７ページになりま

す。 

 ５項、１目住宅総務費、１、建築事業、

このうち補助金、住宅リフォーム促進補助

金３,２６７万円につきましては、建築から

５年以上を経過した住宅のリフォームに対

して、工事費の２０％、５０万円を上限に

補助するもので、新年度は９０件の申請を

見込んでの予算措置になります。 

 続いて、２目住宅管理費、１、公営住宅

管理事業、修繕料の１,５３５万１,０００

円につきましては、町営住宅の修繕経費に

なります。 

 また、施設等借上料６,５２９万円につき

ましては、８団地５９戸の借上げ公営住宅

の借上料になります。 

 その下の工事請負費、南団地共同階段手

摺設置工事１,１３１万９,０００円につき

ましては、南団地の１号棟から５号棟まで

の階段室１１か所に手すりを設置する工事

になります。 

 次に、１７８、１７９ページ。 

 ９款消防費、予算額４億４,９７７万１,

０００円でありますが、広域事務組合負担

事業負担金につきましては、予算参考資料

により、後ほど副町長から御説明を申し上

げます。 

 続いて、予算書の１８０ページ、１８１

ページになります。 

 １０款教育費、予算額は８億６,８６６万

９,０００円、前年度から１億９９４万円の

増額になります。 

 １項、３目教育振興費、下段の１、教育

振興事業の特別旅費１０万４,０００円につ

きましては、小中一貫教育の推進に向けた

視察の経費になります。 

 また、庁用備品４０９万円は、美幌高校

の教育環境の充実に向け、タブレット端末

６５台を貸与するための備品購入経費にな

ります。 

 次に、補助金の１行目、美幌高等学校間

口対策支援金５５０万円は、入学生徒に対

する就学補助として、普通科は５万円、農

業科は１０万円を交付いたします。 

 ２行目の美幌高等学校教育支援事業補助

金９１２万１,０００円につきましては、寄
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宿舎の運営補助や生徒募集に係る経費、商

品開発の支援、地域みらい留学参加経費な

ど、高校の魅力づくりを後押しするための

費用になります。 

 一番下になります。奨学金返還支援金６

０万円につきましては、若者の定着と、医

療や介護、保育等の人材を確保するための

取組になります。 

 事業内容でありますが、町内に居住し、

町内の事業所に従事する有資格者が奨学金

を返済する場合、年間２０万円を限度に１

０年間、最大で２００万円を助成金として

交付するものでございます。新年度は、対

象者を３名と見込み、６０万円を計上して

ございます。 

 次に、１８２、１８３ページを御覧いた

だきたいと思います。 

 ２、学校教育振興事業、負担金の下から

３行目になります。ＩＣＴ教育推進負担金

１６万１,０００円でございますが、こちら

は、ＩＣＴを活用した指導方法や指導体制

の工夫、改善を図るため、各学校が取り組

む研修経費を負担するための予算措置にな

ります。 

 次に、４目学校保健費、１、学校保健事

業、下から４行目、機械器具の６２万７,０

００円でありますが、こちらは各学校の保

健室に設置されております液晶の視力計５

台を更新する費用になります。 

 続いて、１８４、１８５ページになりま

す。 

 ２項、１目学校管理費、１、小学校管理

事業のうち、修繕料の１,３５４万６,００

０円につきましては、美幌小学校の教頭住

宅の改修費用、また、旭小学校の木製遊具

の補修費用など、学校施設の修繕料を予算

計上してございます。 

 次に、１８６、１８７ページになりま

す。 

 工事請負費、美幌小学校給湯設備整備工

事、同じく東陽小学校の給湯設備整備、同

じく旭小学校の給湯設備整備、以上三つの

工事につきましては、手洗い場に温水設備

を設けることで感染対策の徹底を図ろうと

するものでございます。 

 二つ下の機械器具５８万３,０００円につ

きましては、各学校で使用するワイヤレス

マイク設備の更新費用になります。 

 その下の教育備品４６５万６,０００円に

つきましては、昨年、芙蓉建設様からいた

だいた寄附金を活用して美幌小学校と東陽

小学校のブラスバンドの楽器を更新するた

めの経費になります。 

 次に、中段の２、小学校スクールバス運

行事業、このうち業務等委託料、スクール

バス運行業務委託料３,８５０万円でありま

す。３,８５０万円のうち、保護者の負担軽

減を図るため、新年度において北見支援学

校への登校便を運行する費用を併せて予算

計上してございます。 

 次に、下段の２目教育振興費、小学校教

材整備事業の一番下にあります庁用備品の

１,４１９万７,０００円のうち、１,３９５

万９,０００円につきましては、ＩＣＴを活

用した教育環境の充実を図るため、各学校

の各学年に１台ずつ電子黒板を導入するた

めの費用になります。 

 次に、１８８、１８９ページになりま

す。 

 一番上の行になります。 

 教育備品１３９万円であります。こちら

は、理科の実験用教材、算数の教材を購入

するための費用になります。 

 次に、下段の３項、１目学校管理費、

１、中学校管理事業のうち、下から３行目

の修繕料１,０６２万５,０００円につきま

しては、美幌中学校の特別支援教室の増設

及び北中学校の正面入り口のインターロッ

キング補修など、学校施設の修繕経費を予

算計上してございます。 

 続いて、１９０ページ、１９１ページに

なります。 

 中段の庁用備品２,２７３万５,０００円

につきましては、美幌中学校の校務用のパ
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ソコン２３台と、北中学校の公務用のパソ

コン２４台をそれぞれ更新するための費用

になります。 

 次に、２目教育振興費、１、中学校教材

整備事業につきましては、１９２、１９３

ページになります。 

 一番上の庁用備品４７３万３,０００円に

つきまして、このうち４６５万３,０００円

は、小学校費と同様に、各学校、各学年に

１台ずつ電子黒板を配備するための費用に

なります。 

 ２行目の教育備品２３８万９,０００円に

つきまして、このうち１８１万７,０００円

は、理科の実験用教材と数学の教材を購入

するための費用になります。 

 次に、４項、１目社会教育総務費、下段

の２、社会教育推進事業１１２万１,０００

円につきましては、社会教育委員、社会教

育活動奨励員の活動に要する経費を計上し

てございます。 

 次に、１９４、１９５ページになりま

す。 

 ２目社会教育振興費の下段になります。 

 ３、成人教育事業、機械器具９４万２,０

００円につきましては、動画配信サービス

を活用して各種講座や団体活動を情報発信

するため、必要となる機材を購入する費用

になります。 

 次に、１９６、１９７ページになりま

す。 

 ５、芸術文化振興事業、中段の補助金、

芸術文化振興事業補助金２３０万円につき

ましては、文化団体の技術講習会、吹奏楽

の技術講習会のほか、芸術鑑賞事業を企画

実施する実行委員会に対する補助金になり

ます。 

 次の６、未来のアーティスト応援事業に

つきましては、芸術文化活動に打ち込む青

少年を応援するため、全国、全道のコンク

ール大会参加経費を助成する事業で、新年

度は１００万円を予算計上いたします。 

 次に、３目の社会教育施設費、１、町民

会館等管理運営事業、このうち５行目の修

繕料６４１万円につきましては、びほーる

の非常用照明器具の交換、屋上防水保護塗

料の塗装など、施設の修繕経費をそれぞれ

予算措置してございます。 

 次に、１９８、１９９ページになりま

す。 

 上から１１行目です。 

 機械器具の２２９万４,０００円につきま

しては、舞台運営の充実を図るため、イン

カムシステム、ワイヤレスマイクシステム

を整備するための機材購入費用になりま

す。 

 次に、２００ページ、２０１ページをお

開き願います。 

 ５目図書館費、１、図書館運営事業の４

行目、特別旅費の１７万円でございます

が、こちらは、図書館の改築に向けた整備

検討委員会による道内視察の経費を計上し

てございます。 

 続いて、２０２、２０３ページになりま

す。 

 ３、図書館活動促進事業、各種研修等報

償７６万８,０００円のうち、５０万円につ

きましては、図書館の開館７０周年を記念

した講演会の開催経費で、講師報償費を計

上してございます。 

 次に、６目博物館費、１、博物館運営事

業、このうち修繕料の２,６０９万９,００

０円につきましては、令和２年度から年次

的に進めております屋根と外壁の改修費用

になります。 

 次に、業務等委託料の２行目、防犯カメ

ラ改修業務委託料９１万１,０００円であり

ますが、館内に設置をされております防犯

カメラに不具合が生じているため、改修を

行うための経費を計上してございます。 

 続いて、２０４、２０５ページになりま

す。 

 ８行目の工事請負費、博物館駐車場整備

工事につきましては、後ほど工事概要につ

いて副町長より御説明を申し上げます。 
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 機械器具の４５万３,０００円につきまし

ては、除雪機の更新費用を、また、次の車

両４０８万５,０００円につきましては、博

物館の調査研究用の車両を更新するための

費用になります。 

 中段になります。 

 ２、博物館活動推進事業、一番下の教育

備品１４万５,０００円は、植物標本を保管

するための戸棚１台を購入する費用になり

ます。 

 次に、２０６、２０７ページになりま

す。 

 ７目の文化財保護費です。 

 １、文化財保護事業、業務等委託料、か

しわの木保全作業委託料４６０万９,０００

円につきましては、町の指定文化財に登録

をされております美幌小学校のかしわの木

の保全作業を進めてございますが、令和４

年度におきましては土壌改良を行う予定で

あります。 

 次に、５項、１目保健体育総務費、１、

スポーツ推進事業につきましては、次のペ

ージになります。 

 補助金の４行目、全道・全国競技大会開

催補助金６５万円でございますが、こちら

は、高円宮賜杯第４２回全日本学童軟式野

球大会北北海道大会及び第４４回東日本軟

式野球大会２部が美幌町ほか近隣市町を会

場に開催されますので、その経費の一部を

補助いたします。 

 次に、中段になります。 

 ３、未来のアスリート応援事業６６０万

円でございますが、こちらにつきまして

は、スポーツに打ち込んでいる子供たち、

夢に向かって努力する子供たちを応援する

ための費用になります。 

 次に、２目の体育施設費、１、屋内体育

施設維持管理事業は、次のページになりま

す。 

 上から６行目の教育備品２１３万２,００

０円につきましては、トレーニングセンタ

ーのエアロバイクなどの更新費用になりま

す。 

 次に、２、屋外体育施設維持管理事業、

この中の修繕料１,２４１万４,０００円に

つきましては、リリー山スキー場のリフト

減速機のオーバーホール、柏ヶ丘公園野球

場の北側トイレの手すり設置などの経費を

計上してございます。 

 このページの一番下になります。 

 教育備品の７６万円につきましては、少

年野球場の球数の表示機、硬式用のサッカ

ーボールの購入費用になります。 

 次に、２１２、２１３ページになりま

す。 

 ３目の学校給食センター費、１、学校給

食運営事業のうち、賄材料費７,０４４万

９,０００円でございますが、このうち１５

０万円につきましては、美幌産の食材を使

用した給食を提供するための経費になりま

す。 

 また、２１万４,０００円につきまして

は、美幌高校生に食育を目的に給食を提供

するための経費をそれぞれ計上してござい

ます。 

 中段から下になります。 

 補助金の学校給食費補助金７１１万６,０

００円につきましては、第３子以降の給食

費を無償化するための補助金になります。 

 次の２、学校給食センター維持管理事

業、３行目の修繕料３７１万３,０００円

は、排水処理設備、空調設備の修繕費用を

それぞれ計上してございます。 

 次に、２１４、２１５ページになりま

す。 

 ５行目の庁用備品１３８万８,０００円

は、高速度ミキサーの更新費用になりま

す。 

 次に、２１６、２１７ページ。 

 １１款公債費であります。 

 予算額は１０億２,７９０万９,０００

円、前年度から３,４９８万円の増額となり

ます。 

 １項公債費、１目元金、１、町債元金償
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還金は９億８,９７２万２,０００円の計上

になります。 

 町債の現在高につきましては、令和３年

度末の見込みで１１１億７,９９７万４,０

００円でありますが、令和４年度の償還金

と新たな借入れを含めた４年度末の予定残

高は１０９億６,０８９万９,０００円とな

る見通しでございます。 

 詳細につきましては、予算書の２３４ペ

ージ及び予算説明資料の２６７ページに掲

載しておりますので、後ほど御確認をいた

だければと思います。 

 次に、２目の利子、１、町債利子償還金

３,７７１万７,０００円、２、一時借入金

利子４７万円、こちらについては、それぞ

れ必要な経費を計上してございます。 

 次に、２１８、２１９ページになりま

す。 

 １２款職員給与費であります。 

 予算額は１８億７,６５１万２,０００円

であります。 

 １項、１目職員給与費、１、職員給与支

給事務１２億７,１８８万６,０００円は、

特別職３名、一般職１７１名の給与になり

ます。 

 予算書の２２２ページ以降に給与費明細

書を掲載しておりますので、後ほど御確認

をいただければと思います。 

 次に、会計年度任用職員給与支給事務６

億４６２万６,０００円につきましては、フ

ルタイム７８名、パートタイム１９４名の

給与になります。 

 予算説明資料の２４７、２４８ページに

所属別の職員数を掲載しておりますので、

後ほど御確認をいただければと思います。 

 次に、２２０、２２１ページになりま

す。 

 １３款予備費につきましては、前年度と

同額の１００万円を計上しております。 

 それでは、予算工事関係参考資料及び道

営土地改良事業の計画概要並びに美幌・津

別広域事務組合負担金の内訳につきまし

て、副町長から御説明を申し上げます。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明君） それでは、主要

事業につきまして御説明をさせていただき

ます。 

 令和４年度各会計予算参考資料の６０ペ

ージをお開き願います。 

 ３、道営土地改良事業計画概要でありま

す。 

 初めに、１、水利施設等保全高度化事業

であります。 

 まず１段目は、豊高第２地区でありま

す。 

 区域は、豊岡、高野で、平成２９年度か

ら令和５年度までの継続事業で、事業内容

は面整備であります。 

 令和４年度は、区画整理３６.９ヘクター

ルを整備し、事業費は１億７,４００万円で

ございます。 

 次に、２段目の田中第２地区でありま

す。 

 区域は、日並、田中、報徳、瑞治で、令

和元年度から令和８年度までの継続事業

で、事業内容は面整備であります。 

 令和４年度は、区画整理３３.９ヘクター

ル、暗渠排水６３ヘクタールを整備し、事

業費は１億８,４１６万円でございます。 

 次に、３段目の中央美和地区でありま

す。 

 区域は、栄森、美和、昭野、美禽の一部

で、令和２年度から令和１０年度までの継

続事業で、事業内容は農業用用排水施設と

面整備であります。 

 令和４年度は、農業用用排水施設１,４９

０メートルを整備し、事業費は３億３,３２

０万円でございます。 

 次に、２、草地畜産基盤整備事業であり

ます。 

 美幌日並地区の区域は日並で、事業期間

は平成２９年度から令和４年度であり、Ｊ

Ａびほろ所有の日並牧場の基盤整備事業の

継続であります。 
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 令和４年度は、草地整備３０.５ヘクター

ル、隔障物１,８４５メートルを整備し、事

業完了予定でございます。 

 事業費は４,８５０万円となりますが、土

地改良事業法上、申請及び法手続は美幌町

が実施し、負担につきましては全額受益者

が負担するものとなり、歳入歳出はトンネ

ル予算となっております。 

 令和４年度の水利施設等保全高度化事業

の事業費は６億９,１３６万円、草地畜産基

盤整備事業の事業費は４,８５０万円となり

ます。 

 財源内訳につきましては、水利施設等保

全高度化事業の負担割合は、国が５５％、

道が２８％、地元負担が１７％で、地元負

担のうち、農家負担が７.５％、残り９.

５％を道のパワーアップ事業と町で４.７

５％ずつの負担をするもので、平成２７年

度から農業経営高度化促進事業による国の

補助金を活用することにより、道及び町の

負担を一部軽減し、町の負担総額は６億９,

１３６万円のうち約５.２％の３,５８６万

円を予定しております。 

 また、草地畜産基盤整備事業の負担割合

は、国が５０％、道が２５％、地元が２

５％となり、町の負担につきましてはござ

いません。 

 次に、同じく参考資料の８０ページをお

開き願います。 

 ９、広域事務組合、美幌・津別広域事務

組合負担金内訳であります。 

 まず、津別町との負担割合でございます

が、総務の議会費、監査委員費、予備費は

美幌町と津別町５０％で、一般管理費は、

令和２年国勢調査の人口割により算出し、

美幌町８１.０４％、津別町１８.９６％

で、前年度より美幌町０.８３％の増、津別

町０.８％の減となっております。 

 衛生の火葬場、経常費も同じく人口割で

算出し、美幌町８１.０４％、津別町１８.

９６％の負担割合であります。 

 消防につきましては、消防本部費及び通

信指令業務運営費は、人口、世帯、面積、

財政、団員割により算出し、美幌町７１.９

２％、津別町２８.０８％で、前年度より美

幌町０.８８％の減、津別町０.８８％の増

となっております。 

 次に、通信指令施設管理費及び公債費の

通信指令機器移設事業は、美幌町と津別町

５０％で、前年度と同じ負担割合でありま

す。 

 また、公債費の消防庁舎改築工事事業に

つきましては、消防本部及び通信指令施設

の面積案分による負担割合となっておりま

す。 

 美幌消防費及び公債費の車両整備事業費

につきましては、美幌町１００％の負担で

ございます。 

 令和４年度、広域事務組合の予算額は、

下段合計欄の５億５,６７７万６,０００円

で、負担割合に基づく美幌町の負担につき

ましては、４億７,８５０万５,０００円、

対前年度比で７.０％の増となっておりま

す。 

 組合の主な事業でございますが、火葬場

施設につきましては、火葬炉の耐火物及び

誘引排風機並びに火葬炉操作盤の修繕整備

など、火葬炉の稼働に万全を期すととも

に、収骨室やエントランスホールの照明器

具の取替え修繕など、利用者に配慮した施

設の維持管理に努めてまいります。 

 消防関係につきましては、小型動力ポン

プや救助用ボートなどの大型資機材を迅速

に現場搬送する緊急車両として消防資機材

搬送車を配備し、災害対応力の充実強化を

図るとともに、厳寒期の消防活動用として

防寒装備品及び雪中救助器具を整備し、暴

風雪災害などの人命検索、救助活動にも万

全を期してまいります。 

 現在保有の消防活動用無線航空機、ドロ

ーンを高機能化して更新整備し、災害状況

の把握や行方不明者の捜索など、情報収集

と捜索活動の精度を高めてまいります。 

 また、北海道消防学校の専科教育課程に
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職員を派遣し、専門的な知識、技能の習得

を図るとともに、北見赤十字病院などで救

急救命士の生涯研修を継続し、高度な救命

処置の向上に取り組んでまいります。 

 予算参考資料につきましては、以上でご

ざいます。 

 次に、予算工事関係参考資料について御

説明いたしますので、予算の参考資料の最

後につづってあります令和４年度予算工事

関係参考資料の１ページをお開き願いま

す。 

 防災対策事業でございます。 

 庁舎防災資機材備蓄倉庫建設工事及び庁

舎防災資機材備蓄倉庫外構工事につきまし

ては、迅速な災害対応活動を行うために資

機材等を集約し保管する施設として庁舎の

北側敷地に整備するものであります。 

 倉庫建設工事は、鉄骨造り平屋建ての倉

庫２棟とカーポートを建設するもので、図

面左手の敷地北側の倉庫Ａは、延べ床面積

５８.９２平方メートルで、主に毛布、段ボ

ールベッドを保管し、図面右手の敷地南側

の倉庫Ｂは、延べ床面積１９６.４平方メー

トルで、主にパーティションテント、ジョ

イントスクリーンなどを保管し、カーポー

トは倉庫Ａの入り口に工事等の作業対応の

ために設置するものでございます。 

 外構工事は、倉庫前の敷地５１６平方メ

ートルにアスファルト舗装を施工し、資機

材搬出等の大型車両の駐車スペースを確保

するものであります。 

 工事費は、倉庫建設工事４,６１８万２,

０００円、外構工事９７０万２,０００円を

計上しており、財源は緊急防災・減災事業

債で、充当率１００％、うち後年度元利償

還金の７０％が交付税措置されるものを活

用した整備を予定しております。 

 続いて、２ページをお開き願います。 

 道路橋梁補修事業でございます。 

 地図番号①第３０号道路稲美橋は、稲美

木村勝彦様宅北側の美幌川にかかる橋長５

４.９メートルの橋梁でございます。 

 本事業は、橋梁長寿命化修繕計画に基づ

く橋梁補修事業で、高欄の交換、橋面防

水、床板ひび割れ、地覆断面の補修、伸縮

装置の部分補修を行い、令和４年度の完了

を予定しております。 

 工事費は４,６００万円を計上しており、

財源は、国庫補助金として道路メンテナン

ス事業補助金、補助率１０分の６、補助残

は過疎債で、充当率１００％、うち後年度

元利償還金の７０％が交付税措置されるも

のを活用した整備を予定しております。 

 続きまして、３ページをお開き願いま

す。 

 道路整備事業でございます。 

 図面中央部の地図番号①第８号道路は、

東町１丁目石峯様宅から金土市美幌店様ま

での東側歩道幅員３.０メートル、延長２２

４.３メートルの改良舗装を予定しておりま

す。 

 次に、図面上部の地図番号②第５３２号

道路は、報徳陽光台団地宍戸様宅地先交差

点から門間様宅までの車道幅員５.５メート

ル、歩道幅員両側それぞれ１.２５メート

ル、延長２２５メートルの改良舗装を予定

しております。 

 ただいま御説明いたしました２本の道路

整備事業の工事費につきましては、６,５５

０万円を計上しており、いずれも過疎債、

充当率１００％、うち後年度元利償還金の

７０％が交付税措置されるものを活用した

整備を予定しております。 

 続いて、４ページをお開き願います。 

 道路改築事業であります。 

 図面番号①第１１２号道路は、令和４年

度から２か年で総延長２１２.６メートルの

改良舗装工事を計画しており、令和４年度

は、新町２丁目、３丁目、道道北見端野美

幌線から西側へ、車道幅員８.０メートル、

歩道幅員両側それぞれ２.５メートル、延長

１１３.５メートルの改良舗装を予定してお

ります。 

 工事費は５,８００万円を計上しており、
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財源内訳は、国庫補助金として、社会資本

整備総合交付金、補助率１０分の６、補助

残は過疎債、充当率１００％、うち後年度

元利償還金の７０％が交付税措置されるも

のを活用した整備を予定しております。 

 続いて、５ページをお開き願います。 

 博物館運営事業であります。 

 博物館駐車場整備工事につきましては、

博物館南側の未舗装の駐車スペース１９台

分を博物館利用者及び移住相談者の駐車場

として２８台分の舗装駐車場として整備を

行うものであります。 

 工事費は１,６００万円を計上しており、

財源内訳は、国庫補助金としてデジタル田

園都市国家構想推進交付金が対象事業費の

１０分の５、新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金が対象事業費の１０

分の４で、補助残事業費につきましては、

ふるさとづくり基金を見込んでいるところ

でございます。 

 以上、主要事業につきまして御説明申し

上げました。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） 暫時休憩をしま

す。 

 再開は、１３時３０分といたします。 

午後 ０時１４分 休憩 

─────────────────── 

午後 １時３０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

 引き続き、提案者からの説明を求めま

す。 

 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） それでは、引

き続き一般会計予算につきまして御説明を

申し上げます。 

 予算書の２０ページ、２１ページをお開

き願います。 

 ２、歳入になります。 

 １款の町税につきましては、前年度から

３８５万１,０００円の増、総額で２１億

８,０８６万円を見込んでおります。 

 １項の町民税、１目個人町民税は、農業

所得の減及び新型コロナウイルス感染症の

影響による営業所得の減などにより、前年

度から１,０９８万４,０００円の減、８億

４,５３８万５,０００円を計上してござい

ます。 

 ２目法人町民税は、新型コロナウイルス

感染症の影響を見込んで、前年度から２２

２万３,０００円の減額となる１億１,８９

６万１,０００円を計上しております。 

 ２項、１目の固定資産税につきまして

は、新型コロナ減免特例の終了に伴い、前

年度から１,２９７万９,０００円の増、８

億６,８４９万６,０００円を見込んでいま

す。 

 下段の５項、１目都市計画税につきまし

ても、固定資産税と同様の理由により、前

年度から１９３万１,０００円の増、１億

１,８３３万３,０００円を計上しておりま

す。 

 次に、２２、２３ページになります。 

 ２款地方譲与税につきましては、総額で

１億９,３８７万３,０００円を計上してお

ります。 

 １項の地方揮発油譲与税は、揮発油、ガ

ソリンに対して課される税で、地方揮発油

税の４２％が市町村に交付され、３,６３９

万３,０００円を見込んでございます。 

 ２項の自動車重量譲与税は、自動車重量

税の一部が市町村の道路延長及び道路の面

積に基づいて譲与されるもので、１億１,５

１９万３,０００円を見込んでいます。 

 下段の５項森林環境譲与税は、地球温暖

化防止と山地災害の防止を図るため、市町

村が実施する森林整備事業に対して譲与さ

れるもので４,２２３万１,０００円を見込

んでおります。 

 次に、２４、２５ページになります。 

 ３款の利子割交付金につきましては、道

民税の利子割の一部が市町村に交付される

もので、１７０万８,０００円を計上してい
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ます。 

 次に、２６、２７ページになります。 

 ４款配当割交付金につきましては、個人

に係る株式の配当の一部が市町村へ交付さ

れるもので、５２８万３,０００円を計上し

ています。 

 次に、２８、２９ページになります。 

 ５款の株式等譲渡所得割交付金につきま

しては、所得税において源泉徴収を選択し

た特定口座における株式等の譲渡所得の一

部が市町村に交付されるもので、４３７万

１,０００円を計上しています。 

 次に、３０、３１ページになります。 

 ６款の法人事業税交付金につきまして

は、令和元年１０月の消費税率の引上げに

伴い、地域間の税源の偏在性を是正するた

め、市町村に交付されるもので、２,２１９

万５,０００円を計上してございます。 

 次に、３２、３３ページになります。 

 ７款地方消費税交付金につきましては、

地方財政計画における交付金の増額を勘案

し、前年度から１億円余りの増、５億２,４

６８万４,０００円を見込んでいます。 

 消費税は、地方消費税と合わせた税率が

平成２６年４月に５％から８％へ引上げに

なり、その後、令和元年１０月に現行の１

０％へと引上げになってございますが、引

上げ分の地方消費税交付金につきまして

は、その全額を社会保障経費へ充てること

になってございます。 

 予算書の参考資料８１ページにその使途

を明示しておりますので、後ほど御確認を

いただければと思います。 

 続いて、３４、３５ページになります。 

 ８款自動車取得税交付金は、過年度精算

分の交付を想定した科目設定になります。 

 次に、３６、３７ページになります。 

 ９款の環境性能割交付金は、令和元年１

０月の消費税率の引上げに伴い、自動車取

得税が廃止され、新たに創設された交付金

になります。予算額は１,４４６万８,００

０円です。 

 次に、３８、３９ページになります。 

 １０款の国有提供施設等所在市町村助成

交付金につきましては、３１万５,０００円

を見込んでいます。 

 続いて、４０ページ、４１ページになり

ます。 

 １１款、１項の地方特例交付金は、個人

住民税における住宅借入金特別控除につい

て、地方公共団体の減収分を補塡するため

に交付されるもので、９７８万８,０００円

を計上しています。 

 ２項の新型コロナウイルス感染症対策地

方税減収補塡特別交付金は、新型コロナウ

イルス感染症の影響を受けながらも新規に

設備投資を行う中小事業者等に対し、償却

資産と事業用家屋に係る固定資産税を軽減

することによる減収分について、その全額

を国が補塡するもので、２６５万円を計上

しています。 

 次に、４２、４３ページになります。 

 １２款の地方交付税でございます。 

 地方交付税は、地方公共団体が全国等し

く行政サービスを提供できるように財源調

整及び財源保障の観点から、一定のルール

に基づいて国から交付される財源になりま

す。 

 令和４年度の地方財政計画におきまして

は、交付税の原資である国税４税のうち、

酒税を除く３税の増加が見込まれるほか、

地方法人税の加算などにより、出口ベース

において前年度を３.５％上回る総額１８兆

５３８億円が確保されております。 

 以上を踏まえ、本町に交付される地方交

付税を推計した結果、前年度から２億３,５

００万円の増、４０億７,０００万円を計上

したところでございます。 

 続いて、４４、４５ページになります。 

 １３款の交通安全対策特別交付金は、交

通違反の反則金から事務費を除いた額が、

交通事故の発生件数や道路延長などに基づ

き市町村に交付されるもので、２４０万９,

０００円を計上しています。 
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 次に、４６、４７ページになります。 

 １４款分担金及び負担金につきまして

は、前年度から８５１万３,０００円の減、

９,６６６万円を計上しています。 

 １項の分担金は、道営土地改良事業など

の分担金になります。 

 ２項の負担金は、説明欄に記載の負担金

をそれぞれ計上してございます。 

 続いて、４８、４９ページになります。 

 １５款使用料及び手数料につきまして

は、総額で２億７,７８９万２,０００円を

見込んでおります。 

 主な増減理由でございますが、１項使用

料、中段から下の５目土木使用料、４節の

住宅使用料につきましては、入居者の減少

に伴う減額となります。 

 次の５０ページ、５１ページをお開き願

います。 

 ２項手数料のうち、中段の２目衛生手数

料、２節の清掃手数料のうち、ごみ処理手

数料につきましては、直接搬入ごみ、指定

ごみ袋の使用見込みの増加により、前年度

から１９３万５,０００円の増額を見込んで

おります。 

 次に、５２、５３ページになります。 

 １６款の国庫支出金でございますが、国

の制度や事業の実施に伴う負担金及び補助

金、委託金を計上するもので、総額で１２

億１,８８３万１,０００円を計上しており

ます。 

 新たな項目といたしましては、２項の国

庫補助金、１目総務費国庫補助金、１節の

総務管理費補助金のうち、４行目のクリー

ンエネルギー自動車導入事業費補助金８０

万円でございますが、こちらは、公用車１

台の更新に当たり、電気自動車を購入する

際の国庫補助金になります。 

 次に、５行目のデジタル田園都市国家構

想推進交付金４,４８８万８,０００円は、

テレワーク機能を兼ね備えた移住相談拠点

施設の整備に対する国庫補助金になりま

す。 

 ６行目のデジタル基盤改革支援補助金５

８５万円は、自治体オンライン手続の環境

整備に係る国庫補助金であります。 

 下段の６目土木費国庫補助金につきまし

ては、次のページになります。 

 上から２段目、２節の都市計画費補助

金、集約都市形成支援事業補助金５５０万

円は、立地適正化計画等の策定に係る国庫

補助金になります。 

 なお、国庫補助金におきましては、新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金を予算計上してございます。 

 美幌町に配分された交付金の全額を財源

充当し、感染防止策、事業や生活の支援、

社会経済活動の再開に向けた各種事業を実

施してまいります。 

 続いて、５６、５７ページになります。 

 １７款道支出金でございます。 

 こちらは、北海道の制度や事業の実施に

伴う負担金、補助金及び委託金を計上する

もので、総額で９億１６９万８,０００円を

計上しております。 

 前年度から増額となる主な内容といたし

ましては、２項の道補助金、２目民生費道

補助金、１節の社会福祉費補助金のうち、

下段の介護サービス提供基盤等整備事業費

交付金４,７２９万３,０００円につきまし

ては、町内に建設される小規模多機能型居

宅介護施設に係る道補助金になります。 

 次のページになります。 

 中段の３項委託金、１目総務費委託金、

３節選挙費委託金につきましては、令和５

年４月に予定される北海道知事及び北海道

議会議員選挙、また、本年７月に予定され

ております参議院議員選挙に係る選挙費委

託金であります。 

 次に、６２、６３ページをお開き願いま

す。 

 １８款財産収入であります。 

 予算総額は３,３４１万３,０００円を計

上してございます。 

 続いて、６４、６５ページになります。 
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 １９款寄附金につきましては、前年度か

ら９,６６８万２,０００円の増、総額で１

億５,８６８万６,０００円を見込んでの計

上になります。 

 １項寄附金、１目一般寄附金、１節の一

般寄附金のうち、ふるさと寄附金につきま

しては１億５,０００万円を計上しておりま

す。 

 特設サイトの開設、返礼品の充実などを

要因といたしまして、本年１月末現在の寄

附金の総額は１億７,０００万円を超え、好

調に推移をしてございますので、前年度当

初予算の６,０００万円から９,０００万円

の増額を見込んでの予算計上になります。 

 次に、６６、６７ページになります。 

 ２０款繰入金でございます。 

 各事業費の財源に充てるため、それぞれ

の基金から繰入れを行うもので、総額６億

８,１８５万８,０００円を計上しておりま

す。 

 主な繰入金といたしましては、１目の財

政調整基金繰入金は、予算編成におきまし

て収支不足が生じましたので、その財源と

して２億５,２６４万８,０００円を繰入れ

いたします。 

 ２目の減債基金繰入金は、公債費の償還

に充てるため、積立てをしておりました減

債基金から１億円を繰入れいたします。 

 ３目の公共施設整備基金繰入金は、道路

及び公園の整備をはじめ、ごみ処分場の施

設修繕など公共施設の整備に充てるための

財源として１億４,２８５万４,０００円を

繰入れいたします。 

 ６目のふるさとづくり基金繰入金は、移

住定住の促進、観光イベントの推進など、

ふるさと寄附金の寄附目的に沿った繰入れ

を行うもので８,７９６万９,０００円を繰

入れいたします。 

 次に、６８、６９ページになります。 

 ２１款の繰越金につきましては、令和３

年度繰越金として１,０００万円を見込んで

の計上になります。 

 次に、７０ページ、７１ページになりま

す。 

 ２２款諸収入でございますが、各費目に

該当しない収入について予算計上するもの

で、前年度と大きな変更点はございませ

ん。総額で４億７,１８６万２,０００円を

計上しております。 

 次に、７６、７７ページをお開き願いま

す。 

 ２３款町債につきましては、総額で７億

７,０６４万７,０００円を計上しておりま

すが、詳細は、第３表、地方債により御説

明いたしましたので、説明を省略させてい

ただきます。 

 以上、議案第２２号令和４年度美幌町一

般会計予算につきまして御説明を申し上げ

ました。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（大原 昇君） 町民生活部長。 

○町民生活部長（後藤秀人君） 議案書の

１８１ページになります。 

 議案第２３号令和４年度美幌町国民健康

保険特別会計予算について御説明申し上げ

ます。 

 別冊の予算書２８３ページをお開き願い

ます。 

 令和４年度美幌町の国民健康保険特別会

計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳

出それぞれ２６億２,４６０万９,０００円

と定める。 

 第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

 歳出から御説明いたしますので、３０

２、３０３ページをお開き願います。 

 ３、歳出。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般

管理費７,４８１万８,０００円の主なもの

ですが、国保事業の運営に要する職員９名

分の人件費及び会計年度任用職員１名の報

酬と、電算システム等の事務費でございま

す。 
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 ２目連合会負担金５８９万９,０００円に

つきましては、北海道国民健康保険団体連

合会に対する負担経費であります。 

 ３０４、３０５ページをお開き願いま

す。 

 ２項徴税費２０３万４,０００円につきま

しては、国民健康保険税の賦課徴収に係る

経費でございます。 

 ３項運営協議会費１２万９,０００円につ

きましては、国民健康保険運営協議会委員

報酬であります。 

 ４項趣旨普及費５９万９,０００円につき

ましては、国保制度の周知及びジェネリッ

ク医薬品の使用啓発用パンフレット等に係

る経費でございます。 

 ３０６、３０７ページをお開き願いま

す。 

 ２款保険給付費、１項療養諸費１５億２,

２２９万円、２項高額療養費２億４,４５２

万４,０００円につきましては、過去の診療

件数、療養給付費等の実績を推計し、計上

しております。 

 ２項、２目の高額合算療養費につきまし

ては、同じ世帯で医療費と介護サービス費

の両方の負担があり、合算した年額の負担

が規定の自己負担額を超えた場合の経費で

ございます。 

 ３項移送費１５万円につきましては、移

動が困難な被保険者が、医師の指示によ

り、緊急的な必要性がある場合に要する経

費であります。 

 次に、３０８、３０９ページをお開き願

います。 

 ４項出産育児諸費、７１４万４,０００円

につきましては、過去の実績から１７名分

の出産育児一時金を計上しております。 

 ５項葬祭諸費１０５万円につきまして

は、過去の実績により３５名分の葬祭費を

見込んでおります。 

 ６項傷病手当金６６万７,０００円につき

ましては、被保険者が新型コロナウイルス

感染症に感染し、または感染が疑われる場

合で、仕事を欠勤することを余儀なくさ

れ、給与等の全部または一部を受け取るこ

とができなくなったときに支給する経費と

して、２名分を３か月分計上しておりま

す。 

 ３１０、３１１ページをお開き願いま

す。 

 ３款国民健康保険事業費納付金につきま

しては、本町の医療費及び所得水準に基づ

き、北海道から示された納付金７億２,５８

８万３,０００円を計上しております。 

 納付金の内訳ですが、医療給付費分が５

億１,７０１万７,０００円、後期高齢者支

援金分が１億４,９３２万円、介護保険納付

金分が５,９５４万６,０００円でございま

す。 

 次に、３１２、３１３ページをお開き願

います。 

 ４款、１項保健事業費１,０４６万１,０

００円につきましては、生活習慣病予防や

健康増進などの健康づくりに関する教室や

講習会の開催及びがん検診、個別予防接種

等に係る経費でございます。 

 ２項特定健康診査等事業費１,９８５万円

につきましては、医療費増大の要因の一つ

でありますメタボリックシンドロームを予

防し、生活習慣病の重症化を防ぐことを目

的に、４０歳から７４歳を対象に、生活改

善を指導するための健康診査、健康指導に

係る経費でございます。 

 このページの下から４行目になります

が、特定健診受診率向上支援等共同事業業

務委託料５０４万９,０００円につきまして

は、北海道国民健康保険団体連合会が北海

道全体の特定健診受診率向上を目指し、共

同事業によって国保データベースシステム

等を分析し、選定した被保険者に対し個別

に特定健診の受診勧奨を行うもので、３年

目の取組となります。 

 次に、３１６、３１７ページをお開き願

います。 

 ５款基金積立金につきましては、前年度
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と大きな変更はございません。 

 ３１８、３１９ページをお開き願いま

す。 

 ６款諸支出金、１項償還金及び還付加算

金につきましては、前年度と変更はござい

ません。 

 ２項繰出金につきましては、国保病院の

直営診療施設健康管理事業等に係る費用に

ついて、保険給付費等特別交付金の実績を

見込み、７００万円を計上しております。 

 次に、３２０、３２１ページをお開きく

ださい。 

 ７款予備費につきましては、前年度と変

更ございません。 

 次に、歳入を御説明いたしますので、２

９０、２９１ページにお戻り願います。 

 ２、歳入。 

 １款国民健康保険税は、総額４億６,５９

２万１,０００円で、前年度比６,２５１万

３,０００円の減額であります。 

 減額の主な要因は、被保険者数の減少及

び資産割の廃止によるものでございます。 

 ２款道支出金１８億３,５１０万９,００

０円は、北海道から交付される保険給付費

に要する保険給付費等普通交付金１７億７,

５１５万８,０００円と、予防健康づくりに

取り組む保険者に対する保険者努力支援金

及び特別調整交付金などの保険給付費等特

別交付金５,９９５万１,０００円を計上し

ております。 

 なお、昨年度までは負担金で計上してお

りましたが、交付金の整理上、補助金とし

て整理すべきであったことから、組替えを

しております。 

 ３款財産収入１０万円は、国民健康保険

基金の利子等でございます。 

 次に、２９６、２９７ページをお開き願

います。 

 ４款繰入金、１項他会計繰入金、１目一

般会計繰入金の保険基盤安定繰入金軽減分

８,１１２万３,０００円につきましては、

低所得者の保険料軽減分の公費負担分で、

一般会計に収入される北海道負担分４分の

３に美幌町負担分４分の１を加え、繰入れ

するものであります。 

 その下の保険基盤安定繰入金支援分４,８

１５万６,０００円につきましては、低所得

者数に応じ、保険税額の一定割合の公費負

担分で、一般会計に収入される国負担分２

分の１と北海道負担分４分の１に美幌町負

担分４分の１を加え、繰り入れるものであ

ります。 

 その下の未就学児均等割保険税繰入金１

３８万１,０００円につきましては、未就学

児に係る均等割軽減分の公費負担分で、一

般会計に収入される国負担分２分の１と北

海道負担分４分の１に美幌町負担分４分の

１を加え、繰り入れるものであります。 

 その下の職員給与費等繰入金７,９０２万

６,０００円につきましては、国保事業の運

営に要する職員及び会計年度任用職員の人

件費等と電算システム等の事務費を繰り入

れるものであります。 

 その下の出産育児一時金等繰入金４７６

万円につきましては、出産育児一時金の３

分の２を繰り入れるものでございます。 

 その下の財政安定化支援事業繰入金１,０

３４万２,０００円につきましては、交付税

措置される国保財政安定化支援分を繰り入

れるものであります。 

 その下のその他一般会計繰入金３２１万

４,０００円につきましては、地方単独事業

の医療費に係る減額調整分を繰り入れるも

のでございます。 

 ２項基金繰入金９,２４２万１,０００円

につきましては、国民健康保険事業費納付

金等の支払いのための財源不足を補塡する

ため、国民健康保険基金より繰り入れるも

のであります。 

 なお、この繰入れの結果、令和４年度末

の基金残高は１億２,００５万４,０００円

の見込みでございます。 

 ２９８ページ以降の５款繰越金、６款諸

収入につきましては、前年度と大きな変更
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はございません。 

 国民健康保険特別会計は以上でございま

す。 

 続きまして、議案書の１８２ページにな

ります。 

 議案第２４号令和４年度美幌町後期高齢

者医療特別会計予算について御説明申し上

げます。 

 別冊の予算書３３３ページをお開き願い

ます。 

 令和４年度美幌町の後期高齢者医療特別

会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳

出それぞれ３億５,４７９万６,０００円と

定める。 

 第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

 歳出から御説明いたしますので、３４

８、３４９ページをお開き願います。 

 ３、歳出。 

 １款総務費、１項総務管理費１,２０８万

２,０００円の主なものにつきましては、職

員１名分の人件費と電算システム等の事務

費であります。 

 ２項徴収費３２万５,０００円につきまし

ては、保険料の徴収に係る経費でございま

す。 

 次に、３５０、３５１ページになりま

す。 

 ２款、１項後期高齢者医療広域連合納付

金３億４,２０７万９,０００円につきまし

ては、被保険者数の増により、前年度対比

１,５１３万３,０００円の増となっており

ます。 

 ３５２ページ以降の３款諸支出金、４款

予備費につきましては、前年度と変更ござ

いません。 

 次に、歳入を御説明いたしますので、３

４０、３４１ページにお戻り願います。 

 ２、歳入。 

 １款後期高齢者医療保険料２億４,４２８

万１,０００円につきましては、被保険者及

び所得割賦課対象者の増に伴い、前年度対

比９９２万２,０００円の増額を見込んでお

ります。 

 ２款繰入金、１項一般会計繰入金、１目

事務費繰入金２,０５８万２,０００円につ

きましては、広域連合への事務費負担金と

職員１名分の人件費及び事務費の繰入金で

ございます。 

 その下の２目保険基盤安定繰入金８,９６

２万９,０００円につきましては、保険料の

低所得者に対する７割、５割、２割の政令

本則の軽減分について、一般会計で収入さ

れる４分の３の北海道負担分に美幌町負担

分４分の１を加えた繰入金でございます。 

 ３４４ページ以降の３款繰越金、４款諸

収入につきましては、前年度と変更ござい

ません。 

 後期高齢者医療特別会計は以上でござい

ます。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 議案の１８３

ページでございます。 

 議案第２５号令和４年度美幌町介護保険

特別会計予算について御説明を申し上げま

す。 

 別冊の予算書３６３ページをお開き願い

ます。 

 令和４年度美幌町の介護保険特別会計の

予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳

出それぞれ２１億３,８２４万４,０００円

と定める。 

第２項につきましては、事項別明細書で御

説明いたします。 

 歳出から御説明申し上げますので、３８

８、３８９ページをお開き願います。 

 ３、歳出。 

 １款総務費、１項総務管理費３,１８２万

１,０００円の主なものにつきましては、職

員４名分の人件費と電算システム、その他
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事務費等でございます。 

 ２３０万３,０００円の増は主に人件費

で、事務費につきましては前年度と大きく

変わりはありません。 

 その下、２項徴収費３９万２,０００円に

つきましては、介護保険料の賦課徴収に係

る経費でございます。 

 下段の３項介護認定審査会費１,７９７万

３,０００円は、１目介護認定審査会費で、

介護認定審査会の運営に係る経費６００万

１,０００円と、次のページ、３９０、３９

１ページにございます２目認定調査費にお

きまして、介護認定調査に係る報酬及び訪

問調査委託料の経費１,１９７万２,０００

円を計上しているところでございます。 

 ３９２、３９３ページをお開き願いま

す。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸

費、１目居宅介護サービス給付費１０億２,

４７０万２,０００円につきましては、訪問

介護、訪問看護、通所介護、ショートステ

イ等の経費を、その下、２目施設介護サー

ビス給付費７億３,５７４万９,０００円に

つきましては、特別養護老人ホーム、介護

老人保健施設、介護医療院への入所に係る

経費を、その下、２項介護予防サービス等

諸費６,６９８万４,０００円につきまして

は、要支援１から２の軽度の認定者が利用

する居宅介護予防サービスに係る経費をそ

れぞれ介護保険事業計画に基づき計上して

ございます。 

 一番下の３項高額介護サービス等費４,７

７２万円につきましては、自己負担の合計

額が一定の額を超えた場合に超えた分を払

い戻す制度で、実績勘案し、前年度より９

４万１,０００円の増額となっております。 

 ３９４、３９５ページをお開き願いま

す。 

 ４項高額医療合算介護サービス等費６３

３万３,０００円につきましても、実績見込

みにより、前年度比で１４万８,０００円の

増額となっております。 

 その下、５項特定入所者介護サービス等

費７,２００万円につきましては、低所得の

利用者に対する施設サービス利用等に係る

保険給付対象外の食費、居住費に対して、

施設の設定金額と所得段階ごとに設けられ

た負担限度額との差額を給付する制度で、

実績見込みにより、前年度より４４７万８,

０００円の増額となっているところです。 

 ６項その他諸費１７５万円は、国保連に

委託しておりますレセプト審査、介護報酬

支払い業務に係る手数料でございます。 

 ３９６、３９７ページをお開き願いま

す。 

 ３款地域支援事業費、１項、１目介護予

防・生活支援サービス事業費６,６４０万

７,０００円につきましては、要支援１、２

及び事業対象者が利用する訪問介護、通所

介護、介護予防ケアマネジメント等の費用

でございます。 

 ２目一般介護予防事業費１,２００万円

は、要介護状態の未然防止、健康寿命の延

伸を目的として、栄養指導、運動指導等を

行い、生活習慣病の予防対策を行おうとす

るものでございます。 

 ２項包括的支援事業費・任意事業費、１

目包括的支援事業費３,３９５万７,０００

円の主なものは、地域包括支援センター運

営委託料３,２５３万９,０００円と生活支

援体制整備事業経費５３万４,０００円と、

次のページ、３９８、３９９ページでござ

いますが、認知症施策推進事業経費８８万

４,０００円でございます。 

 ２目任意事業費２,０００万９,０００円

につきましては、認知症高齢者見守り事

業、非課税世帯への紙おむつを支給する家

族介護支援事業、成年後見制度利用支援事

業、在宅高齢者配食事業、シルバーハウジ

ング事業等の費用のほかに、介護保険事業

所が作成する居宅介護サービス計画の点検

指導を行うためのケアプラン点検業務委託

料を計上してございます。 

 ４０１ページ以降の４款基金積立金、５
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款諸支出金、６款予備費につきましては、

前年度から大きな変更はございません。 

 歳出は以上でございます。 

 次に、歳入を御説明いたしますので、３

７０ページ、３７１ページにお戻りいただ

きたいと思います。 

 ２、歳入。 

 １款保険料、１項介護保険料３億８,８８

７万７,０００円につきましては、令和３年

度から令和５年度までの第８期介護保険事

業計画に基づいて、３年間の介護保険事業

料を見込み、それに伴う第１号被保険者の

保険料２３％分として、普通徴収分、特別

徴収分を計上してございます。 

 ３７２、３７３ページをお開き願いま

す。 

 ２款分担金及び負担金、１項負担金、１

目認定審査会負担金３００万７,０００円

は、美幌地域３町介護認定審査会の経費を

高齢者人口及び審査件数等により、津別町

２４.２％、大空町２６.６２％、美幌町４

９.１８％に案分した額の津別町、大空町か

らの負担金でございます。 

 ２目利用者負担金９万３,０００円につき

ましては、新町・旭シルバーハウジングの

入居者負担金でございます。 

 ３７４、３７５ページをお開き願いま

す。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金３億５,

４２６万１,０００円につきましては、居宅

介護サービス費２０％、施設介護サービス

費１５％の介護給付費に係る国庫負担分で

ございます。 

 その下、２項国庫補助金、１目調整交付

金につきましては、高齢者の割合と所得水

準の格差を調整するための交付金で、給付

費総額の７.１８％、１億４,０３８万７,０

００円を見込んでおります。 

 ２目地域支援事業交付金２,４３４万７,

０００円につきましては、介護予防・日常

生活支援総合事業に係る対象事業費の２

５％、包括的支援事業・任意事業に係る対

象事業費の３８.５％がそれぞれ交付される

ものでございます。 

 ３目保険者機能強化推進交付金２００万

円、及び、その下、４目介護保険者努力支

援交付金２００万円につきましては、高齢

者の自立支援、重度化防止に対する取組の

支援として、それぞれ平成３０年度及び令

和２年度に創設されました制度で、取組の

評価指標により算出された点数により交付

されるものでございます。 

 ３７６、３７７ページをお開き願いま

す。 

 ４款、１項支払基金交付金５億４,０９０

万２,０００円につきましては、介護給付費

と地域支援事業に係る支払基金が負担する

２７％分の交付金でございます。 

 ３７８、３７９ページをお開き願いま

す。 

 ５款道支出金、１項道負担金２億８,１１

９万４,０００円につきましては、居宅介護

サービス費１２.５％、施設介護サービス費

１７.５％の北海道の負担分でございます。 

 ２項道補助金、１項地域支援事業交付金

１,２１７万３,０００円につきましては、

介護予防・日常生活支援総合事業に係る対

象事業費の１２.５％、包括的支援事業・任

意事業に係る対象事業費の１９.２５％が交

付されるものでございます。 

 ３８０ページ、３８１ページをお開き願

います。 

 ６款財産収入３万６,０００円は、介護保

険基金の利子でございます。 

 ３８２、３８３ページをお開き願いま

す。 

 ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目

介護給付費繰入金、２億４,４４０万６,０

００円につきましては、介護給付費に対す

る１２.５％の町負担分でございます。 

 ２目地域支援事業繰入金、１節介護予防

日常生活支援総合事業繰入金９７９万９,０

００円は、介護予防事業経費に関わる繰入

れ、２節包括的支援事業・任意事業繰入金
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２,７７３万２,０００円は、相談支援や認

知症高齢者見守り、成年後見利用支援等の

経費に係る繰入れでございます。 

 ３目低所得者保険料軽減繰入金は、第１

号被保険者の第１段階から第３段階の軽減

分について、一般会計で収入される２分の

１の国負担金と４分の１の北海道負担金に

町負担分４分の１を加えた３,００２万７,

０００円でございます。 

 ４目その他一般会計繰入金４,７１６万

６,０００円につきましては、職員の人件費

及び事務費に係る繰入金でございます。 

 ２項基金繰入金２,９７９万９,０００円

につきましては、歳出の不足分を介護保険

基金から繰入れするものでございます。 

 なお、令和４年度末基金残高は３,３８３

万２,０００円の見込みでございます。 

 ３８４ページ以降につきましては、前年

度と大きな変更はございません。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 暫時休憩します。 

 再開は、１４時２５分といたします。 

午後 ２時１７分 休憩 

─────────────────── 

午後 ２時２５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 引き続き、提案者からの説明を求めま

す。 

 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） 議案の１８４

ページでございます。 

 議案第２６号令和４年度美幌町公共下水

道特別会計予算について御説明いたしま

す。 

 別冊の予算書４１５ページをお開き願い

ます。 

 令和４年度美幌町の公共下水道特別会計

の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳

出それぞれ１０億５,１６５万７,０００円

と定める。 

 第２項につきましては、事項別明細書で

御説明申し上げます。 

 地方債。 

 第２条、地方自治法第２３０条第１項の

規定により起こすことができる地方債につ

きましては、第２表、地方債で御説明申し

上げます。 

 一時借入金。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第２

項の規定による一時借入金の借入れ最高額

は、６億円と定める。 

 ４１８ページをお開き願います。 

 第２表、地方債。 

 初めに、公共下水道事業の限度額８,６５

０万円で、この内訳は、工事監理や実施設

計、価格調査などの業務委託４件と、終末

処理場受変電設備更新工事が１件、下水道

ストックマネジメント計画管渠更新が１

件、公共汚水桝設置工事が１件の計７件の

事業費から補助金を差し引いた額を公共下

水道事業債で借入れするもので、起債充当

率は１００％であります。 

 業務委託の内容は後ほど事項別明細書

で、工事関係の内容は工事関係参考資料で

御説明申し上げます。 

 その下、下水道資本費平準化債の限度額

１,４３０万円は、施設整備に投資した起債

償還額を耐用年数に沿って平準化し、単年

度の負担軽減を図る目的で借入れするもの

であります。 

 その下、公共下水道事業特別措置分の限

度額１,７５０万円は、平成１９年度に繰出

し基準見直しで交付税措置される事業費補

正が元利償還金の７０％から６０％に減額

されたことに伴い、その差の分が特別措置

分として起債発行が認められているもので

あります。 

 その下、公営企業会計適用債の限度額４,

４４０万円は、地方公営企業法適用化業務

委託のため借り入れるもので、起債充当率
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は１００％であります。 

 起債限度額の合計は１億６,２７０万円

で、起債の方法、利率、償還の方法は記載

のとおりであります。 

 ４３６、４３７ページをお開き願いま

す。 

 ３、歳出について御説明いたします。 

 １款、１項、１目一般管理費１億７５２

万５,０００円は、職員２名分の人件費及び

事務経費を計上しております。 

 中ほどの使用料収納事務委託料２,３０９

万３,０００円は、下水道使用料の賦課徴収

業務を水道事業に委託しておりますので、

その事務経費を水道事業会計に支払うもの

であります。 

 その下、負担金のうち、上から６行目、

水道事業会計負担金３０３万５,０００円

は、下水道の排水設備の新設や改造の受付

と検定を水道事業に委託していますので、

その経費を水道事業会計に支払うものであ

ります。 

 その下、公課費１,８７０万２,０００円

は、消費税及び地方消費税を計上しており

ます。 

 その下、２、地方公営企業法適用化業務

委託料４,４４４万９,０００円は、公営企

業会計移行を昨年度から２か年で業務委託

しているもので、今年度は移行事務支援と

会計システム等導入業務を行い、令和５年

度から適用を開始できるよう進めるもので

あります。 

 次に、２目維持管理費３億１,５９２万

７,０００円は、処理場施設の維持管理と下

水道管渠の維持管理費用を計上しておりま

す。 

 １、終末処理場維持管理事業の燃料費１,

０２５万２,０００円は、処理場ボイラー用

Ａ重油及び可搬式発電機用軽油で、単価増

に伴い、昨年より４３１万１,０００円の増

となっております。 

 その下、光熱水費３,５９５万５,０００

円は、処理場と５か所のマンホールポンプ

場で使用する電気料と水道使用量であり、

前年度の使用実績及び分電盤切替え工事に

伴う使用料の増を見込み、昨年より１２５

万１,０００円の増となっております。 

 その下、修繕料３,９５５万６,０００円

は、処理場の機器類の修繕で、令和４年度

は１８の機器のオーバーホールなどを行う

もので、昨年より１８８万１,０００円の増

となっております。 

 その二つ下、手数料１,６０９万５,００

０円は、産業廃棄物処理量、重金属等水質

分析量など、下水処理後の脱水汚泥の処理

費用を計上しております。 

 次に、４３８、４３９ページをお開き願

います。 

 上から３行目、発電機格納庫設置業務委

託料６００万円は、現在分散して保管して

いる災害用発電機５台分を処理場内に格納

するための保管庫の設置委託料でありま

す。 

 その三つ下、処理場維持管理業務委託料

１億７,１２５万円は、処理場の維持管理業

務の委託費用であり、令和４年度から令和

６年度まで３か年の長期継続契約を予定し

ております。 

 その下、機械器具３２１万４,０００円

は、老朽化した維持管理用機器を更新する

ものであります。 

 その下、２、公共下水道管渠維持管理事

業の修繕料２,２４５万７,０００円は、道

路上のマンホールの修繕や公共汚水桝の取

替え修繕及び切下げ、また、老朽化した薄

いマンホール蓋の取替え修繕、汚水管部分

の修繕を行うための修繕料を計上しており

ます。 

 本年は、一部大規模な汚水管の修繕を予

定しているため、昨年より７６１万３,００

０円の増となっております。 

 その四つ下、管渠清掃委託料６５０万円

は、鳥里ほか３地区の汚水管８,０００メー

トルの清掃を予定しております。 

 次に、３目建設費１億８,７４０万５,０
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００円は、下水道施設の設備及び管渠など

の更新工事費で、前年に比較して１億１,０

０５万８,０００円の減であり、主に終末処

理場電気設備更新に係る工事及び実施設計

等によるものであります。 

 四つ下の業務等委託料４,０４０万円は、

終末処理場受変電設備更新工事監理委託、

下水道資材価格調査、終末処理場耐震診断

業務委託は、管理本館と滅菌棟の診断を行

うものであります。 

 その四つ下の実施設計等委託料１,４６０

万円は、令和５年度以降に予定している終

末処理場中央監視設備更新の実施設計及び

終末処理場汚泥処理施設更新のための基本

設計を行うものであります。 

 その六つ下、工事請負費の公共汚水桝設

置工事６００万円は、１０か所分の設置工

事を見込んでおります。 

 その下、下水道ストックマネジメント計

画管渠更新工事４,９８０万円及びその下の

終末処理場受変電設備更新工事５,６００万

円は、後ほど予算工事関係参考資料で御説

明申し上げます。 

 その下、終末処理場受変電設備更新附帯

工事２,０００万円は、本体工事において補

助対象とならなかった気中開閉器の設置、

中央監視機能の増設等に必要な整備を行う

ものであります。 

 次に、１ページ飛びまして、４４２、４

４３ページは、公共下水道事業債の元金及

び利子の償還金、次の４４４、４４５ペー

ジは、予備費を計上しております。 

 次に、歳入について御説明申し上げます

ので４２２、４２３ページをお開き願いま

す。 

 ２、歳入。 

 １款、１項、１目下水道受益者負担金等

は、新たに下水道区域となった際に５年間

の分割で納付していただくもので、新規分

１件と現在納付中の６件、４５万円を計上

しております。 

 その下、２目一般会計負担金２,４５０万

４,０００円は、し尿等を下水終末処理場で

受け入れていることから、処理経費を一般

会計に求めるものであります。 

 その下、３目個別排水処理特別会計負担

金２４９万６,０００円は、個別排水処理会

計の事務を下水道事業で行っていることか

ら、人件費の４０％相当分の負担を求める

ものであります。 

 次に、４２４、４２５ページをお開き願

います。 

 ２款、１項、１目下水道使用料３億９,４

４２万１,０００円は、現年度分３億９,２

３２万４,０００円と過年度分２０９万７,

０００円を見込んでおります。 

 次に、４２６、４２７ページをお開き願

います。 

 ３款、１項、１目公共下水道費国庫補助

金８,３２０万円でありますが、この内訳に

つきましては、工事監理や実施設計、価格

調査、耐震診断などの業務委託に係る補助

金が５業務、補助率５０％で２,７５０万

円、終末処理場受変電設備更新工事に係る

補助金が１工事、補助率５５％で３,０８０

万円、下水道ストックマネジメント計画管

渠更新工事に係る補助金が１工事、補助率

５０％で２,４９０万円、合わせて８,３２

０万円を見込んでおります。 

 次に、４２８、４２９ページをお開き願

います。 

 ４款、１項、１目一般会計繰入金３億８,

３３０万２,０００円は、総務省通知の繰出

し基準で定められている基準内繰入れ３億

６,６０４万８,０００円を含む一般会計か

らの繰入金であります。 

 次のページ、繰越金、その次のページ、

諸収入の説明は省略させていただきまし

て、４３４、４３５ページの７款町債につ

きましても、第２表、地方債で御説明いた

しましたので、省略させていただきます。 

 続きまして、予算工事関係資料について

御説明申し上げます。 

 別とじとなっております予算工事関係参
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考資料の６ページをお開き願います。 

 公共下水道建設事業（管渠）、補助事業

であります。 

 管渠の劣化診断により、改築が必要と判

断された路線の管渠更新工事で、ストック

マネジメント計画に基づき布設替えを実施

するものでございます。 

 工事名は、下水道ストックマネジメント

計画管渠更新工事、工事概要は管渠更新、

延長２８９.３メートルであります。 

 図面番号、右下の①、②は、町道４０４

号、日の出１丁目、栄通から北側、あけぼ

の通の１本目、田村様宅前から猪本製作所

様までの東西の路線、①は延長５７.８７メ

ートル、②は延長６０.８４メートルです。 

 図面番号③、④は、町道４０２号、日の

出１丁目、栄通から北側、あけぼの通の２

本目、円舘様宅前から猪本製作所様までの

東西の路線、③は延長５６.９２メートル、

④は延長５６.８０メートルです。 

 図面番号⑤は、町道４０５号、日の出１

丁目、栄通から北側、あけぼの通の４本

目、吉野様宅前から大林様宅前までの東西

の路線、延長５６.８７メートルです。 

 以上の計５路線の布設替え工事で工事費

４,９８０万円を計上しており、社会資本整

備総合交付金、補助率５０％、補助残は公

営企業債と過疎債で、充当率１００％で整

備を予定しております。 

 続きまして、参考資料の７ページをお開

きください。 

 公共下水道建設事業（処理場）でござい

ます。 

 昭和４８年の下水道整備着手から４９年

が経過し、施設の老朽化が進んでいること

から、下水道ストックマネジメント計画に

基づき、下水終末処理場の施設更新事業を

実施しているものであります。 

 一般平面図の右下側、太線で囲った斜線

の箇所が建物本館内にあり、令和３年度か

ら令和４年度までの２か年での受変電設備

更新工事であり、令和３年度は機器の製

作、２年目に当たる本年度は、機器の搬

入、据付け、撤去、試運転、調整等を予定

しており、工事費５,６００万円を計上して

おります。 

 この整備は、国庫補助金として、社会資

本整備総合交付金、補助率は５５％、補助

残は公営企業債と過疎債で、充当率１０

０％で整備を行う予定です。 

 公共下水道特別会計の説明は以上でござ

います。 

 続きまして、議案の１８５ページでござ

います。 

 議案第２７号令和４年度美幌町個別排水

処理特別会計予算について御説明申し上げ

ます。 

 別冊の予算書４５５ページをお開き願い

ます。 

 令和４年度美幌町の個別排水処理特別会

計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳

出それぞれ１億１,９２０万２,０００円と

定める。 

 第２項につきましては、事項別明細書で

御説明申し上げます。 

 地方債。 

 第２条、地方自治法第２３０条第１項の

規定により起こすことができる地方債につ

きましては、第２表、地方債で御説明申し

上げます。 

 一時借入金。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第２

項の規定による一時借入金の借入れ最高額

は、１,０００万円と定める。 

 ４５８ページをお開き願います。 

 第２表、地方債。 

 個別排水処理施設整備事業の限度額３,８

８０万円であります。 

 今年度は、１０戸の設置を予定しており

まして、下水道債と辺地債及び過疎債を併

用いたします。 

 なお、起債の方法、利率、償還の方法は
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記載のとおりであります。 

 ４７４、４７５ページをお開き願いま

す。 

 ３、歳出について御説明いたします。 

 １款、１項、１目一般管理費２９３万５,

０００円は、個別排水処理に関する事務経

費を計上しております。 

 次に、２目維持管理費３,８７８万９,０

００円は、現在設置されている個別排水処

理施設３３７基の維持管理に係る費用で、

前年度に比較して８７万３,０００円の増

は、令和３年度設置の浄化槽の維持管理が

増えたことによるものであります。 

 修繕料６４０万４,０００円は、浄化槽ポ

ンプの空気調整弁交換、ろ材の入替え、ブ

ロアポンプなどの修繕を行う費用で、その

下、手数料５７３万２,０００円は、浄化槽

法による水質検査手数料と汚泥処理手数料

であります。 

 その下、施設保守点検委託料９５９万９,

０００円は、浄化槽法による年３回の保守

点検委託料であります。 

 その下、清掃業務委託料１,７０１万４,

０００円は、浄化槽内の汚泥くみ取り洗浄

を行うものでございます。 

 次に、３目建設費４,１００万１,０００

円は、個別浄化槽設置工事費用で、本年度

は、５人槽４戸、７人槽４戸、１０人槽２

戸の計１０戸分を予定しております。 

 次に、４７６、４７７ページは、個別排

水処理事業に係る元金及び利子の償還金、

次の４７８、４７９ページは予備費を計上

してございます。 

 次に、歳入について御説明申し上げます

ので、４６２、４６３ページをお開き願い

ます。 

 ２、歳入。 

 １款、１項、１目個別排水処理施設受益

者分担金１９０万３,０００円は、今年度予

定しております１０戸分の受益者分担金で

あります。 

 次に、４６４、４６５ページをお開き願

います。 

 ２款、１項、１目個別排水処理施設使用

料２,５３９万８,０００円は、令和３年度

までに設置しました戸数に令和４年度に予

定している１０戸分を含めた使用料であり

ます。 

 次に、４６６、４６７ページをお開き願

います。 

 ３款、１項、１目一般会計繰入金５,２９

１万８,０００円は、総務省通知の繰出し基

準で定められている基準内繰入れ２,５５２

万６,０００円を含む一般会計からの繰入金

であります。 

 次のページ、繰越金、その次のページ、

諸収入の説明は省略させていただきまし

て、４７２、４７３ページの６款町債につ

きましても、第２表、地方債で御説明いた

しましたので省略させていただきます。 

 個別排水処理特別会計の説明は以上でご

ざいます。 

 続きまして、議案の１８６ページでござ

います。 

 議案第２８号令和４年度美幌町水道事業

会計予算について御説明いたします。 

 別冊の予算書４８５ページをお開き願い

ます。 

 第１条、令和４年度美幌町の水道事業会

計の予算は、次に定めるところによる。 

 第２条の業務の予定量は、給水戸数を８,

５２６戸、年間総給水量を１９０万７,００

０円立米、１日平均給水量を５,２２４立米

とし、主要な建設事業をそれぞれ記載のと

おり定めるもので、詳細は後ほど資本的収

入及び支出で御説明申し上げます。 

 第３条の収益的収入及び支出の予定額

は、水道事業収益の総額を５億２,４５０万

７,０００円、水道事業費用の総額を４億

６,８４８万８,０００円と定めるものであ

ります。 

 なお、収入及び支出の内容につきまして

は、予算実施計画書及び説明書で御説明申

し上げます。 
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 次に、４８６、４８７ページをお開き願

います。 

 第４条の資本的収入及び支出の予定額

は、資本的収入の総額を３億５,６８１万

６,０００円に、資本的支出の総額を６億

１,２６０万１,０００円とし、資本的収入

額が資本的支出額に対し不足する２億５,５

７８万５,０００円は、過年度分損益勘定留

保資金で補塡するものであります。 

 なお、収入、支出の内容につきまして

は、実施計画書及び説明書で御説明申し上

げます。 

 第５条の債務負担行為につきましては、

日並浄水場ろ過設備更新工事、限度額を１

億９,０００万円とするものであります。 

 期間は、記載のとおりであります。 

 施設の老朽化が進んでいる機械設備の更

新工事で、今年度と来年度の２か年で更新

工事を実施しようとするものであります。 

 右のページ、第６条の企業債につきまし

ては、水道施設整備事業、限度額４,７５０

万円、その下、水道管路整備事業限度額８,

０６０万円、その下、水道施設等耐震化事

業浄水施設、限度額３,９９０万円、その

下、水道施設等耐震化事業送水管、限度額

６,９３０万円、その下、量水器収納筺設置

事業、限度額１,９３０万円と定め、いずれ

も企業債の充当率が１００％で、起債の方

法、利率、償還の方法は記載のとおりであ

ります。 

 事業の内容につきましては、後ほど資本

的支出及び工事参考資料で御説明申し上げ

ます。 

 第７条の一時借入金は、一時借入金の限

度額を１億円と定めるものであります。 

 第８条の議会の議決を経なければ流用す

ることのできない経費として、職員給与費

５,７７７万５,０００円と定めるものであ

ります。 

 第９条のたな卸資産購入限度額は、４,１

４６万８,０００円と定めるものでありま

す。 

 次に、４８８、４８９ページをお開き願

います。 

 収益的収入でございます。 

 １款、１項、１目給水収益４億２,２０９

万円は、令和３年度の決算見込みを踏ま

え、増額の計上となってございます。 

 その下、４目その他営業収益の５節雑収

益の中の下水道使用料賦課徴収受託料２,３

０９万３,０００円は、下水道使用料の賦課

徴収業務費用を公共下水道特別会計から受

けるもので、下水道使用料調定件数割合で

求めた４８.６２％で算出したものでありま

す。 

 ２項営業外収益の中の２目長期前受金戻

入６,９０７万２,０００円は、固定資産の

取得、改良に交付された補助金等を収益化

した額を計上しております。 

 その下、３目、３節その他雑収益の中の

下水道排水施設業務負担金３０３万５,００

０円は、下水道の排水設備の新設や改造の

受付と検定に伴う経費を公共下水道特別会

計から受けるもので、施設担当職員の人件

費の２５％と、排水台帳管理システム負担

金で算出したものであります。 

 次に、４９０、４９１ページをお開き願

います。 

 収益的支出でございます。 

 １款、１項、１目原水及び浄水費７,３３

７万円は、水源地及び浄水場に係る維持管

理経費を計上しております。 

 中段の１６節委託料の日並浄水場運転管

理等業務委託料４,４５５万円は、平成２６

年度から委託しております管理委託業務

で、令和４年度から令和６年度まで３か年

の長期継続契約を予定してございます。今

年度、労務単価等の増により、前年度より

増額となっております。 

 ２４節薬品費１,３８３万６,０００円

は、凝集剤のポリ塩化アルミニウムや次亜

塩素酸ナトリウムなどの水処理薬品費用を

計上しております。 

 次に、４９２、４９３ページをお開き願
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います。 

 ２目配水及び給水費８,０３４万６,００

０円は、職員２名の人件費と、田中配水池

と７か所の加圧ポンプ所及び配水管路の維

持管理経費を計上しております。 

 １６節委託料の上から３行目、高区・豊

幌配水池内調査清掃委託料１２６万５,００

０円は、水質の安定確保のため、点検清掃

を行うものであります。 

 １９節修繕料１,２４１万９,０００円

は、配水及び給水施設の修繕にかかる費用

で、田中配水池電動弁、バルブコントロー

ラー修繕などを見込んでおります。 

 ２５節材料費の量水器取替用材料費２,６

１３万７,０００円は、量水器取替え１,５

０３戸分を計上しております。 

 次に、４９４、４９５ページをお開き願

います。 

 ３目業務費４,２４６万２,０００円は、

水道使用料の賦課徴収に関わる営業担当職

員４名分と会計年度任用職員１名分の人件

費、検針の経費、電算事務経費などを計上

しております。前年度と特に大きな変更は

ございません。 

 次に、４９６、４９７ページをお開き願

います。 

 ４目総係費１,６７６万７,０００円は、

水道課長の人件費と建設部長の３か月分の

人件費相当分を給与費負担金として計上し

てございます。 

 中ほど、５目減価償却費及び６目資産減

耗費については、それぞれ所要額を計上し

ております。 

 次に、４９８、４９９ページをお開き願

います。 

 ２項営業外費用、１目支払利息及び企業

債取扱諸費については、企業債償還利息１,

７６６万５,０００円を含む利息額を計上し

ております。 

 ２目消費税、支払消費税１,０００万円、

３目雑支出、過年度還付金として２０万

円、３項予備費として５万円を計上してお

ります。 

 次に、５００、５０１ページをお開き願

います。 

 資本的収入でございます。 

 １款、１項、１目企業債２億５,６６０万

円は、第６条、企業債で御説明させていた

だきました。工事内容につきましては、後

ほど工事参考資料で説明させていただきま

す。 

 その下、２項、１目国庫補助金６,３９１

万６,０００円は、日並浄水場耐震補強工

事、補助率４分の１と、日並浄水場から田

中配水池までの基幹管路送水管更新工事、

補助率３分の１、国の生活基盤施設耐震化

等交付金を活用して実施しようとするもの

であります。 

 その下、３項１目出資金、一般会計出資

金３,６３０万円は、日並浄水場耐震補強工

事と日並浄水場から田中配水池までの基幹

管路更新工事について、補助金などを差し

引いた残りの額を総務省通知の繰出し基準

に基づき一般会計から受けるものでありま

す。 

 次に、５０２、５０３ページをお開き願

います。 

 資本的支出であります。 

 １款、１項、１目浄水配水設備費３億４,

７３１万１,０００円は、施設担当職員１名

分の人件費を含む水道管路整備及び水道施

設整備に係る経費を計上しているものであ

ります。 

 このページの中ほど、３８節工事請負費

３億３,０６０万円につきましては、後ほど

工事関係参考資料で御説明申し上げます。 

 その下、２目業務設備費のうち、１節量

水器費等４６２万２,０００円は、新規申込

みに係る量水器等の設置費用、２節量水器

筺取替費１,９３７万４,０００円は、８年

に一度の水道メーター交換に係る１７７戸

分の設置委託と量水器収納筺代を計上して

おります。 

 その下、３目資産購入費、５節の工具器



－ 229 － 

具及び備品９５万２,０００円は、老朽化に

よる水道メーター、ハンディーターミナル

１台及び金属探知機１台の更新費用を計上

し、７節のリース資産９９万６,０００円

は、債務負担行為で購入している管路管理

システムと長期継続契約で購入している土

木積算システムを計上しております。 

 その下、２項、１目企業債償還金２億３,

９３４万６,０００円は、財務省公営企業金

融機構、市中銀行から借り入れた企業債の

償還元金であります。 

 続きまして、工事関係予算参考資料につ

いて御説明申し上げますので、別とじとな

っております図面等の参考資料の８ページ

をお開きください。 

 水道施設整備事業（日並浄水場）でござ

います。 

 水道施設の故障は、水処理及び給水継続

に多大な影響を与えるため、定期点検や維

持管理で施設機能の延命を図りながら、耐

用年数を考慮し、計画的に施設更新を進め

るものでございます。また、地震等の災害

が発生した場合でも、住民生活に必要な水

を安定的に供給するため、水道施設の耐震

化事業を実施するものでございます。 

 図面番号①、左側太線で囲った網かけ箇

所、日並浄水場の薬品沈殿池耐震補強工事

で、工事費は６,４００万円を予定しており

ます。 

 工事概要は、薬品沈殿池内、池そのもの

の耐震補強を予定しており、壁面と床面に

コンクリートを増し厚し、耐震補強を行う

ものであります。 

 沈殿池は３池あり、浄水の水処理に影響

が出ないよう３か年計画で完了する予定を

しており、今年度は２年目となります。 

 この整備は、国の生活基盤施設耐震化等

交付金で行うもので、補助率は４分の１、

残りは企業債、出資債、一般財源でござい

ます。 

 図面番号②、中段、同じく太線で囲った

網かけ箇所、日並浄水場の急速ろ過池機械

設備の更新で、工事概要は、昭和４８年に

設置した機械設備の更新工事であり、ハー

デンジ、ろ過砂を洗浄する装置一式を更新

するものであります。 

 工事につきましては、第５条、債務負担

行為で御説明いたしましたとおり、今年度

と来年度の２か年で更新工事を行い、工事

費は１億９,０００万円、財源内訳は企業

債、充当率は１００％でございます。 

 工事概要ですが、１年目に当たる今年度

は資材の製作のみを行い、２年目は資材の

搬入、据付け、撤去、試運転、調整等を予

定しております。 

 ろ過池は４池あり、令和２年度から実施

している継続事業で、３池目の更新となり

ます。 

 続きまして、参考資料の９ページをお開

きください。 

 水道施設整備事業（ポンプ所・流量計

室）でございます。 

 図面番号①日並浄水場、②田中加圧ポン

プ所、③高区第一・第二加圧ポンプ所は遠

隔監視用通信装置を更新する工事で、ポン

プ所、流量計の運転状況を監視するもので

あり、工事費２,１６０万円を予定しており

ます。 

 図面番号④日並簡易加圧ポンプ所は、計

装設備を更新する工事で、平成５年に設置

したインバーター、排水ポンプを老朽化に

伴い更新するものであり、工事費１,９２０

万円を予定しております。 

 図面番号⑤稲美流量計室は、流量計、計

装設備を更新する工事で、平成１４年に設

置した配水流量計を老朽化に伴い更新する

ものであり、工事費６７０万円を予定して

おります。 

 財源内訳はいずれも企業債、充当率１０

０％でございます。 

 続きまして、参考資料の１０ページをお

開きください。 

 水道管路整備事業でございます。 

 老朽化している水道管路について、計画
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的な布設替えを実施するとともに、管路の

新設により水道管網を整備し、安定的な給

水の継続を図るものでございます。 

 図面番号①右上の町道３６号、５５５

号、田中河田様宅から松村様宅までの送水

管布設替え工事で、継続事業３年目でござ

います。 

 管種はダクタイル鋳鉄管、管径３００ミ

リメートル、延長１,２５０メートルの布設

替えを行い、耐震化を図るもので、工事費

１億３,８５０万円を予定しております。 

 この整備は、国の生活基盤施設耐震化等

交付金で行うもので、補助率は３分の１、

残りは企業債、出資債、一般財源でござい

ます。 

 図面番号②、町道５３２号、報徳陽光台

団地内岡本様宅から宍戸様宅までの南北の

路線で、道路整備工事に合わせて配水管布

設替え工事を行うものでございます。 

 管種はダクタイル鋳鉄管、管径７５ミリ

メートル、延長２６５メートルを布設替え

するもので、工事費１,５００万円を予定し

ております。 

 図面番号③、町道８号、東町１丁目、東

雲通、南北の路線で、東町歯科様から川原

様宅までの道路整備工事に合わせて配水管

布設替え工事を行うものでございます。 

 管径はダクタイル鋳鉄管、管径１００ミ

リメートル、延長６０メートルを布設替え

するもので、工事費５７０万円を予定して

おります。 

 図面番号④、町道１０７号、東２北２、

役場庁舎北面に位置する東西の路線で、ヘ

アーサロンあんねん様からこうりん様まで

の老朽化に伴う布設替え工事を行うもので

ございます。 

 管種はダクタイル鋳鉄管、管径１００ミ

リメートル、延長１７０メートルを布設替

えするもので、工事費１,３７０万円を予定

しております。 

 図面番号⑤、町道９号、三橋南、幸通り

の南北の路線で、稲美郵便局様前からスタ

ンド昭和シェル様までの老朽化に伴う布設

替え工事を行うものでございます。 

 管種はダクタイル鋳鉄管、管径１００ミ

リメートル、延長２９０メートルを布設替

えするもので、工事費２,６００万円を予定

しております。 

 図面番号⑥、町道３５１号、青山南、あ

おやま南公園から南に位置する東西の路線

で、大島様宅から今井様までの老朽化に伴

う布設替え工事を行うものでございます。 

 管種はダクタイル鋳鉄管、管径７５ミリ

メートル、延長５０メートルを布設替えす

るもので、工事費７２０万円を予定してお

ります。 

 図面番号⑦、町道４１７号、稲美緑の苑

様から美幌中学校に向かう東西の路線で、

管網整備のための新設工事を行うものでご

ざいます。 

 管種はポリエチレン管、管径５０ミリメ

ートル、延長１４０メートルの排水管を新

設するもので、工事費１,３００万円を予定

しております。 

 配水管の財源内訳は企業債、充当率１０

０％であります。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） 議案書は１

８７ページでございます。 

 議案第２９号令和４年度美幌町病院事業

会計予算について御説明を申し上げます。 

 別冊予算書の５１７ページをお開き願い

ます。 

 第１条、総則。 

 令和４年度美幌町の病院事業会計の予算

は、次に定めるところによる。 

 第２条の業務の予定量は、年間患者数の

入院を２万６,６４５人、外来を７万２２７

人、１日平均患者数は、入院を７３人、外

来を２８９人とし、主要な建設改良事業の

１階冷房機増設工事を１,０６５万４,００

０円、診療用医療備品購入を３,１４２万
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７,０００円とするものであります。 

 第３条の収益的収入及び支出の予定額

は、病院事業収入の総額を２１億３,７１１

万円、病院事業費用の総額を２２億１,３４

８万６,０００円と定めるものであります。 

 なお、収入及び支出の内容につきまして

は、実施計画書及び説明書で御説明を申し

上げます。 

 次に、５１８、５１９ページをお開き願

います。 

 第４条の資本的収入及び支出の予定額

は、資本的収入の総額を１億５,６６４万

１,０００円に、資本的支出の総額を２億

２,８７７万円とし、資本的収入が資本的支

出額に対し不足する額７,２１２万９,００

０円は、過年度分損益勘定留保資金で補塡

するものであります。 

 資本的収入及び支出の内容につきまして

は、実施計画書及び説明書で御説明申し上

げます。 

 第５条の企業債につきましては、起債の

目的を医療機器更新等事業とし、起債の限

度額を３,１４０万円と定め、起債の方法、

利率及び償還の方法は、それぞれ記載のと

おり定めるものであります。 

 この起債につきましては、病院事業債は

元利償還額の２５％、過疎債につきまして

は元利償還額の７０％が交付税措置される

ものであります。 

 第６条の一時借入金は、一時借入金の限

度額を４億円と定めるものであります。 

 第７条の議会の議決を経なければ流用す

ることのできない経費として、職員給与費

を１２億４８６万円、交際費を３０万円と

定めるものであります。 

 第８条の他会計からの補助金は、一般会

計からの補助金につきましては、それぞれ

公営企業会計に対するルール分としての繰

入れを、国保会計の直診施設健康管理事業

補助金は、病院が実施する健康管理事業に

対する補助金として計上するものでありま

す。 

 第９条のたな卸資産購入限度額は２億２,

４８０万円と定めるものであります。 

 第１０条の重要な資産の取得は、予定価

格が７００万円を超える医療機器の購入と

して、自動血球計算装置一式を定めるもの

であります。 

 次に、５２０、５２１ページをお開き願

います。 

 収益的収入及び支出でございます。 

 医業収益では、入院及び外来収益は、常

勤医師９名とする体制の下、令和３年度の

診療実績を踏まえ、見込んだ収益を計上し

ており、年間患者数及び１日１人当たりの

収益額の見込額につきましては、それぞれ

記載のとおりでございます。 

 その他医業収益のうち、公衆衛生活動収

益、予防接種料は、小児の予防接種やイン

フルエンザワクチン等の接種料に加え、新

型コロナウイルスワクチンの３回目接種料

として４,９５６回分の接種料を計上するも

のであります。 

 下から２項目めの一般会計負担金は、公

営企業会計に対するルール分の繰入れとし

て、救急医療の確保に要する経費は交付税

措置額相当分を、小児救急に要する経費に

つきましては特別交付税の基準額から算出

した額を、医師確保に要する経費につきま

しては医師の募集にかかる費用等、医師確

保に要する経費分を計上するものでありま

す。 

 その他の収益につきましては、それぞれ

記載のとおり、令和３年度の実績を踏まえ

た所要額を計上するものでございます。 

 次に、５２２、５２３ページをお開き願

います。 

 医業外収益であります。 

 ２目他会計補助金の一般会計補助金は、

国が定める公営企業会計に対するルール分

の繰入れとして、それぞれ項目に相当する

額を計上し、国保会計補助金は、病院が実

施する健康管理事業に対する補助金を計上

するものであります。 
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 ３目道補助金の新型コロナウイルスワク

チン接種体制支援事業補助金は、個別接種

を促進するための支援金として、１日５０

回以上接種した場合、１日当たり１０万円

の給付金と、通常診療とは別に接種のため

の体制を確保した場合の給付金として、医

師及び看護師等の勤務時間数に給付単価を

乗じた額を合算したものを計上するもので

あります。 

 ４目他会計負担金の一般会計負担金は、

補助金と同様に、国が定める公営企業会計

に対するルール分の繰入れとして、それぞ

れ基準額に基づき計上しておりますが、不

採算地区病院の運営に要する経費につきま

しては、昨年度当初と比較して２,７０９万

１,０００円増の１億５,５１２万３,０００

円を計上するものでございます。 

 その下、医療提供体制等構築に要する経

費３４４万４,０００円は、新型コロナ対応

地方創生臨時交付金の対象事業として、院

内感染対策用消耗品等の購入費用への充当

分として計上するものでございます。 

 その他の収益は、令和３年度の実績見込

みを踏まえ、それぞれ計上を行うものにな

ります。 

 次に、５２４、５２５ページをお開き願

います。 

 医業費用でございます。 

 １目給与費の給料につきましては、常勤

医師９名分と、看護師、医療技術職、事務

職を合わせた正職員９６名分と、フルタイ

ムの会計年度任用職員３３名分を計上し、

手当等につきましては、パートタイムの会

計年度任用職員の期末手当を含めて、それ

ぞれ記載の人数分を計上するものでありま

す。 

 賞与引当金繰入額につきましては、翌年

度の６月手当支給に係る引当金相当額を計

上するものであります。 

 報酬の臨時医師報酬は、眼科、泌尿器

科、内科、小児科、麻酔科の非常勤医師及

び週末の日当直を担当する非常勤医師の報

酬を計上し、パートの会計年度任用職員１

６名分の報酬を計上するものであります。 

 次に、５２６、５２７ページをお開き願

います。 

 ２目の材料費のうち、上段から薬品費、

診療材料費、一つ飛んで医療消耗備品費

は、令和３年度の実績等に基づく所要額を

計上し、上から３段目の給食材料費につき

ましては、入院患者に地元の食材もしくは

特産品を使用した入院食を楽しんでいただ

こうと年４回分、４食分の材料費として１

０万円を計上するものであります。 

 ３目経費のうち、旅費交通費の普通旅費

には、非常勤医師の出張旅費の費用弁償と

して１,８５３万７,０００円を計上し、そ

の下、職員被服費から一番下の印刷製本費

まで各項目ともそれぞれ所要額を計上する

ものでありますが、下から６段目の消耗品

費の診療用消耗品類等には、新型コロナの

院内感染防止のための消耗品として、防護

服、フェイスシールド、アルコール消毒用

品などの購入費３４４万４,０００円を含め

計上しているものであります。 

 次に、５２８、５２９ページをお開き願

います。 

 ５２９ページの一番上、修繕費につきま

しては、診療用機器の部品交換費用や施設

器具等の小破修繕等を計上しているもので

あります。 

 その下、保険料から諸会費までそれぞれ

所要額を計上しておりますが、上から４項

目めの委託料のうち、一番下の国保病院長

寿命化計画策定業務委託料は、改築後２１

年を経過し、老朽化が進んでいる施設や設

備の老朽化状況を調査し、各施設の改修、

長寿命化、修繕に係る方針を決定し、更新

費用や維持管理費用のトータルコストの縮

減と今後の財政負担の平準化を図るための

中長期的な更新計画を策定するための経費

を計上し、国保病院設備改修実施設計業務

委託料は、冷暖房、照明、換気等の省エネ

設備導入の比較検討と改修のための実施設
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計を委託し、国の補助制度等を活用した改

修に向け検討を進めるものでございます。 

 その下、手数料の一番上、医師・薬剤師

紹介手数料につきましては、医療人材確保

のため、常勤医師３名、非常勤医師４名、

薬剤師１名、看護師４名分の人材紹介手数

料を計上するものであります。 

 次に、５３０、５３１ページをお開き願

います。 

 一番上の貸倒引当金繰入額から交際費ま

でと、４目の減価償却費及び５目資産減耗

費の各節につきましては、それぞれ所要額

を計上するものであります。 

 ６目研究研修費の謝金につきましては、

外部医師による手術介助謝礼、研修会の講

師謝礼、外部医師との情報交換謝礼等を計

上するものであります。 

 図書費につきましては、医師、看護師等

の参考資料及び診療報酬改定等の参考図書

の購入費を計上してございます。 

 旅費及び研究雑費につきましては、医師

の学会参加や看護師及び医療技術職員の研

修会参加のための旅費及び参加負担金など

を計上するものであります。 

 次に、５３２、５３３ページをお開き願

います。 

 医業外費用でございます。 

 １目支払利息及び企業債取扱諸費の企業

債償還利息から３目消費税までにつきまし

ても、それぞれ記載のとおり所要額につい

て計上するものでございます。 

 次に、５３４、５３５ページをお開き願

います。 

 資本的収入でございます。 

 １項出資金の一般会計出資金は、公営企

業会計に対するルール分の繰入れとして、

企業債の元金償還充当分について計上し、

２目企業債は、予算第５条で説明の医療機

器更新等事業の財源充当のため、企業債の

借入れを予定するものでございます。 

 ３目一般会計負担金の医療提供体制等構

築に要する経費は、新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金の対象事業と

して、１階冷房機器増設工事に要する経費

として一般会計から繰入れを行うものであ

ります。 

 次に、５３６、５３７ページをお開き願

います。 

 資本的支出でございます。 

 １項建設改良費の１目工事請負費の１階

冷房機増設工事は、１階診察室及び受付前

の外来待合ホールに冷房機が未設置である

ことから、外来患者の夏場の受診環境改善

と換気対策として冷房機を増設する工事費

用を計上するものであります。 

 ２目有形固定資産購入費の診療用医療備

品等は、医療機器更新等事業として予算第

１０条に定める自動血球計算装置のほか、

電動低床ベッド、全自動血球計算免疫反応

測定装置、血液ガス分析装置、全自動血液

凝固測定装置、心電計など、耐用年数を経

過した医療機器更新等の費用を計上するも

のであります。 

 企業債償還金は、企業債の元金償還金を

計上するものであります。 

 以上、御説明申し上げましたので、よろ

しくお願いいたします。 

─────────────────── 

◎延会の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

 本日の会議は、これで延会いたしたいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

 したがって、本日はこれで延会すること

に決定しました。 

─────────────────── 

◎延会宣告 

○議長（大原 昇君） 本日は、これで延

会いたします。 

 お疲れさまでした。 

       午後 ３時２５分 延会   
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